
国
家
と
労
働
者
階
級

植
民
地
労
働
者
と
民
族
自
決
権

三
　
好

正
　
巳

　
目
　
　
次

　
ま
え
が
き

一
　
目
本
帝
国
主
義
の
土
地
収
奪
と
産
業
奪
取
。

二
　
民
族
の
主
権
と
在
日
朝
鮮
人
労
働
者
の
形
成

ま
え

が
き

　
本
稿
は
、
も
と
も
と
単
独
に
発
表
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
単
独
の
発
表
に
あ
た
っ
て

は
、
全
体
構
想
お
よ
び
そ
の
分
析
方
法
に
っ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
、
本
稿
の
意
図
す
る
課
題
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
必
要
を
痛
感

す
る
。

　
さ
て
、
本
稿
は
、
日
本
帝
国
主
義
を
植
民
地
経
営
と
そ
こ
に
発
生
す
る
労
働
問
題
を
ふ
く
め
て
帝
国
主
義
の
も
と
で
の
ト
ー
タ
ル

な
問
題
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
意
図
は
、
日
本
帝
国
主
義
論
の
一
部
と
し
て
労
働
間
題

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
１
中
心
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
意
図
を
具
体
化
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
　
「
植
民
史
」
が
帝
国
主
義
史

　
　
　
国
家
と
労
働
老
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
　
（
六
二
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
六
二
二
）

研
究
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
が
成
立
し
た
が
ら
、
植
民
地
研
究
の
視
角
お
よ
び
赤
法
に
つ
い
て
は
た
お
十
分
な

発
酵
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
困
難
が
お
こ
る
。
確
か
に
、
旧
植
民
地
に
お
げ
る
自
国
史
研
究
が
、
帝
国
主
義
を
合
理
化
す
る
た
め

に
手
を
か
し
て
き
た
そ
れ
ら
被
支
配
地
「
停
滞
論
」
の
克
服
に
、
貢
献
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
過
去
の
「
歴

史
」
把
握
の
反
省
と
し
、
　
「
歴
史
」
把
握
の
方
法
と
し
て
ど
う
完
成
す
る
か
は
今
日
な
お
難
事
業
で
あ
る
。
な
畦
た
ら
、
こ
の
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

が
、
　
「
歴
史
把
握
の
方
法
論
の
問
題
で
は
な
く
、
歴
史
の
意
味
を
私
た
ち
が
ど
う
う
げ
と
め
て
い
る
か
と
い
う
、
い
わ
ば
ト
ー
タ
ル

な
思
想
の
問
題
」
（
梶
村
秀
樹
「
日
本
帝
国
主
義
の
問
題
－
朝
鮮
か
ら
み
た
目
本
帝
国
主
義
－
」
岩
波
講
座
『
目
本
歴
史
』
２
４
、
別
巻
１
、
岩
波
書
・

店
、
一
九
七
七
年
、
三
三
五
頁
、
な
お
傍
点
は
原
典
）
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
身
構
え
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

い
ま
、
た
め
ら
わ
ず
に
こ
の
難
問
に
挑
む
と
し
て
も
、
本
稿
の
課
題
に
則
し
て
い
え
ば
、
移
住
朝
鮮
人
労
働
者
間
題
が
析
出
さ
れ
ね

ぱ
な
ら
な
か
っ
た
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
植
民
地
労
働
間
題
の
分
析
視
点
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
帝
国
主
義
の
む
と
で
労

働
問
題
を
ト
ー
タ
ル
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
の
前
提
作
業
と
し
て
は
足
り
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
二
っ
の
論
稿
、
す
な
わ
ち
、
「
現
代
杜
会
政
策
論
の
視
座
と
対
象
」
（
「
立
命
館
経
済
学
」
第
二
五
巻
第
五
・

六
号
）
と
「
現
代
杜
会
政
策
論
の
起
点
」
（
同
第
三
ハ
巻
第
一
号
）
を
発
表
し
て
き
た
。
こ
の
二
っ
の
論
稿
は
、
現
代
杜
会
政
策
論
の

　
　
　
（
１
）

「
序
説
」
と
し
て
日
本
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
の
杜
会
・
労
働
政
策
を
分
析
す
る
た
め
の
前
提
作
業
（
序
章
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
前

提
作
業
で
主
張
し
た
こ
と
は
、
現
代
資
本
主
義
の
危
機
解
明
の
理
論
を
構
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
危
機
認
識
の
媒
介
概
念
を
析

出
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
お
い
て
現
代
の
労
働
問
題
が
「
全
機
構
」
的
に
把
握
さ
れ
る
必
要
と
、
か
か
る
把
握
の
た
め
に
杜
会
構
成
体

論
を
適
用
し
、
国
家
政
策
体
系
が
示
す
国
家
の
意
志
（
国
家
主
権
）
と
そ
の
も
と
で
の
労
働
者
に
お
げ
る
基
本
権
（
人
民
主
権
）
の
相
関

の
う
ち
に
こ
れ
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
が
序
章
と
し
て
あ
ま
り
に
「
抽
象
」
的
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
い
ま



こ
の
前
提
作
業
の
「
抽
象
一
性
を
歴
史
対
震
具
体
的
分
析
に
お
い
て
敷
え
ん
す
る
こ
と
で
補
う
必
要
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
が
本

稿
姦
立
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
重
要
な
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
１
れ
だ
げ
の
説
明
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
奪
奮
、

「
序
説
一
の
構
想
の
中
か
ら
何
故
こ
の
都
分
を
抽
出
し
た
か
に
つ
い
て
の
説
票
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
述
べ
る
な
ら
ば
・
そ
れ
は
二
っ
の
論
稿
に
よ
る
前
提
作
業
で
明
ら
か
に
し
た
「
罠
経
済
的
フ
レ
、
ム
一
の
超
克
と
、
国
家

主
権
と
人
民
主
権
と
に
っ
い
て
敷
え
ん
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
は
、
「
序
説
一
の
構
想
の
な
か
で
は
最
適
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。　

　
一
－
一
「
序
説
一
で
雲
と
い
う
意
味
は
・
前
述
し
た
二
つ
の
論
稿
一
序
章
一
と
く
に
「
現
代
杜
ム
姦
策
論
の
起
点
一
で
明
ら
雀
し
た
。
加

　
　
　
　
え
て
い
う
と
す
れ
ぱ
・
世
界
史
的
隻
て
奏
一
一
次
世
界
大
戦
後
は
、
労
働
問
題
を
把
握
す
る
に
当
つ
て
全
く
新
し
い
フ
レ
ー
ム
と
し
て

　
　
　
　
の
条
件
が
あ
り
・
戦
後
体
製
論
じ
る
と
き
に
段
階
を
画
す
べ
き
で
、
現
代
杜
会
政
策
論
は
そ
の
論
理
構
成
を
こ
の
新
し
い
世
界
史
的
条

　
　
　
．
件
の
も
と
で
組
み
た
て
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
含
意
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
隻
・
「
序
説
一
の
構
想
を
こ
こ
で
示
し
て
お
く
こ
と
が
、
「
序
説
一
の
現
代
杜
会
政
策
論
の
序
説
た
る
内
容
を
間
接
窪
説
明
す
る

　
　
　
　
で
あ
ろ
う
し
・
ま
た
、
小
稿
の
位
置
を
も
同
時
に
そ
の
な
か
で
示
す
こ
と
に
役
立
っ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
「
序
説
」
の
構
想

　
　
　
　
　
前
提
作
業
（
序
章
）

　
　
　
　
　
　
前
掲
二
つ
の
論
稿

　
　
　
　
　
第
；
早
杜
会
政
策
体
系
の
彩
成
過
程

　
　
　
　
　
　
第
一
節
金
融
資
本
の
確
立
と
労
資
関
係

　
　
　
　
　
　
　
一
　
重
化
学
工
業
化
と
階
級
関
係
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
二
　
直
傭
制
の
展
開
と
労
働
市
場
の
成
熟

　
　
　
　
　
　
第
二
節
市
場
構
造
の
再
編
成
と
分
配
関
係

　
　
　
　
　
　
　
一
　
米
価
騰
貴
と
労
働
者
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
六
二
三
）

　
　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）

　
　
　
二
　
米
騒
動
と
そ
の
後
の
杜
会
諸
運
動

　
　
第
三
節
　
（
本
稿
）

第
二
章
近
代
天
皇
制
の
杜
会
政
策
体
系

　
　
第
一
節
近
代
天
皇
制
と
労
働
行
政

　
　
　
一
　
対
抗
基
軸
と
政
治
過
程

　
　
　
二
　
労
働
行
政
の
「
転
換
」

　
第
二
節
近
代
天
皇
制
の
杜
会
政
策
体
系

　
　
　
一
　
工
場
法
の
成
立
と
展
開

　
　
二
　
労
働
組
合
観
制
と
そ
の
意
義

　
第
三
節
近
代
天
皇
制
と
労
働
者
の
権
利

　
　
　
一
　
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
標

　
　
二
　
国
家
主
権
と
労
働
権

第
三
章
杜
会
政
策
体
系
の
変
質
過
程

　
第
一
節
資
本
主
義
の
危
機
と
労
資
関
係

　
　
　
一
　
昭
和
恐
慌
と
臨
時
工
問
題

　
　
二
　
植
民
地
経
営
の
危
機
と
「
農
工
併
進
」

　
第
二
節
金
融
寡
頭
制
支
配
の
強
化

　
　
一
　
生
産
力
停
滞
下
の
産
業
合
理
化

　
　
二
　
地
主
－
小
作
関
係
の
縮
小
再
編
成

　
第
三
節
戦
争
拡
大
と
民
族
抑
圧

　
　
一
　
「
日
満
支
」
ブ
ロ
ヅ
ク
の
形
成

　
　
二
　
反
共
枢
軸
の
成
立
と
民
族
抑
圧

第
四
章
　
天
皇
制
軍
部
フ
ア
シ
ズ
ム
の
杜
会
・
労
働
政
策

●

三
四
（
六
二
四
）



　
　
　
　
第
一
節
国
家
機
構
化
と
労
働
行
政

　
　
　
　
　
一
　
権
力
集
中
と
労
働
組
合

　
　
　
　
　
二
　
雇
用
保
障
と
労
働
行
政
機
構

　
　
　
　
第
二
節
労
務
動
員
と
戦
時
強
制
労
働

　
　
　
　
　
一
　
賃
金
統
制
の
展
開
と
破
綻
遇
程

　
　
　
　
　
二
　
国
民
皆
労
と
民
族
労
働
の
奪
取

　
　
　
　
第
三
節
　
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
労
働
者
の
権
利

　
　
　
　
　
一
　
産
業
報
国
運
動
と
労
働
義
務

　
　
　
　
　
二
　
国
民
生
活
の
統
制
と
破
綻

　
　
　
　
終
　
章

　
　
　
　
　
一
　
敗
戦
の
意
義

　
　
　
　
　
　
－
　
国
家
主
権
と
国
民
主
権

　
　
　
　
　
　
２
　
民
族
問
題
の
結
末

　
　
　
　
　
二
　
労
働
者
の
基
本
権

　
　
　
　
　
　
－
　
人
民
主
権
と
市
民
的
権
利

　
　
　
　
　
　
２
　
労
働
基
本
権
の
法
認

（
２
）
　
歴
史
対
象
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
帝
国
主
義
段
階
で
の
国
家
主
権
と
国
民
主
権
な
い
し
人
民
主
権
の
相
関
を
も
っ
と
も
明
確
に
し
う
る

　
　
対
象
は
、
朝
鮮
人
労
働
者
と
日
本
人
労
働
者
と
の
連
帯
の
問
題
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
　
「
国
民
経
済
的
フ
レ
ー
ム
」
を
克
服
し
よ
う
と
す
れ

　
　
ぱ
国
民
で
は
た
く
人
民
の
側
か
ら
の
視
角
が
要
詩
さ
れ
る
。
そ
の
注
あ
い
、
朝
鮮
人
労
働
者
に
と
っ
て
民
族
自
決
権
の
認
識
が
進
行
す
る

　
　
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、
最
も
適
切
な
対
象
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
朝
鮮
「
併
合
」
か
ら
産
米
増
殖
計
画
に
よ
る
土
地
奪
取
の
急
進
と
窮
民
の
流

　
　
動
・
目
本
渡
航
、
そ
の
停
滞
過
剰
人
口
と
し
て
の
沈
澱
の
過
程
で
あ
る
。
な
お
、
主
権
の
間
題
に
っ
い
て
は
、
長
谷
川
正
安
「
主
権
に
っ

　
　
い
て
」
　
（
杉
原
泰
雄
編
『
国
民
主
権
と
天
皇
制
』
文
献
選
集
目
本
国
憲
法
２
、
三
省
堂
、
一
九
七
七
年
、
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

国
家
と
労
働
老
階
級
（
三
好
）

三
五
（
六
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
六
二
六
）

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
「
序
説
」
の
構
想
に
お
い
て
占
め
る
位
置
は
、
帝
国
主
義
段
階
で
、
国
家
主
権
と
人
民
主
権
と
の
相
関
の
う

ち
に
労
働
者
の
基
本
権
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
欠
落
を
許
さ
れ
た
い
課
題
で
あ
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
位
置
か
ら
の
帰
結
と
し
て
、
小
稿
に
お
け
る
植
民
地
研
究
の
方
法
が
、
民
族
自
決
権
の
視
角
を
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
も
自
明
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
民
族
自
決
の
視
点
は
、
植
民
地
労
働
者
は
も
と
よ
り
日
本
人
労
働
者
を
み
る
ぽ
あ

い
に
も
共
通
に
必
要
な
視
点
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
視
点
を
欠
落
さ
せ
る
な
ら
ば
、
帝
国
主
義
に
た
い
す
る
低
抗
主
体
の
成
熟
は
明

ら
か
に
さ
れ
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
た
い
す
る
低
抗
カ
お
よ
び
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
（
人
民
戦
線
）
の
成
立
は
、

民
族
自
治
で
な
く
民
族
自
決
を
、
　
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
な
く
国
際
連
帯
を
自
覚
せ
ず
に
は
困
難
で
あ
る
。
金
融
寡
頭
制
支
配
の

完
成
、
昭
和
恐
慌
の
時
期
ま
で
に
、
低
抗
主
体
の
ど
れ
ほ
ど
の
成
熟
が
み
ら
れ
た
か
は
、
以
後
の
時
期
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
朝
鮮
人
労
働
者
問
題
と
し
て
は
、
国
家
主
権
の
喪
失
に
よ
っ
て
、
人
民
主
権
の
移
成
過
程
は
必
然
的
に
杜
会
変
革
と
結
合

し
て
国
家
主
権
を
回
復
す
る
主
張
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の

ば
あ
い
の
人
民
主
権
の
主
張
は
、
当
時
の
朝
鮮
鉱
・
工
業
の
発
展
水
準
か
ら
朝
鮮
人
労
働
者
が
絶
対
的
・
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
、

移
住
朝
鮮
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
そ
の
多
く
が
自
由
（
人
夫
・
日
傭
）
労
働
市
場
に
滞
留
し
て
い
る
現
実
（
経
済
関
係
）
か
ら
す
れ
ば
、

労
働
基
本
権
要
求
と
し
て
整
序
さ
れ
る
過
程
は
き
わ
め
て
き
び
し
い
道
程
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
汰
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

は
、
そ
こ
で
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
運
動
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
間
題
で
も
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
帝
国
主
義
へ
の
打
撃
で

あ
る
こ
と
が
、
同
時
に
、
人
民
主
権
に
立
っ
国
家
主
権
回
復
に
む
げ
て
の
歩
み
で
あ
る
と
い
う
視
角
に
立
っ
分
析
を
可
能
に
す
る
方

法
を
、
必
要
と
す
る
こ
と
に
た
る
。
い
ま
、
先
進
資
本
主
義
の
危
機
に
直
面
し
て
意
図
さ
れ
１
て
い
る
労
働
経
済
論
の
「
構
造
改
革
」



も
・
こ
の
時
期
の
課
題
に
１
照
応
さ
せ
て
み
る
と
き
、
こ
の
「
構
造
改
革
」
が
歴
史
的
反
省
を
ど
こ
ま
で
自
覚
化
し
て
い
る
か
と
い
う

ま
さ
に
そ
の
思
想
的
点
検
に
お
い
て
、
歴
史
に
１
よ
る
審
判
を
前
も
っ
て
受
げ
ざ
る
を
え
た
い
だ
ろ
う
と
も
い
え
る
。
こ
れ
が
本
稿
に

自
か
ら
期
待
す
る
今
目
的
な
意
義
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
　
目
本
帝
国
主
義
の
土
地
収
奪
と
産
業
奪
取

　
目
本
資
本
主
義
は
、
中
国
・
朝
鮮
に
た
い
す
る
侵
略
と
と
も
に
、
発
展
し
て
き
た
。
後
発
資
本
主
義
国
と
し
て
絶
対
主
義
国
家
権
力

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
市
場
の
拡
大
（
外
債
と
地
租
を
基
礎
と
す
る
杜
会
経
済
構
造
の
「
近
代
化
」
）
は
、
初
発
か
ら
侵
略
的
性
格
を
も
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
得
た
植
民
地
支
配
の
本
質
は
変
ら
な
い
に
し
て
も
、
植
民
地
経
営
は
資
本
の
発
展
と
と
も
に
内

容
を
変
化
さ
せ
て
き
た
。

　
日
清
戦
争
に
よ
っ
て
領
有
し
た
台
湾
に
た
い
し
、
軍
・
警
察
的
支
配
を
貫
徹
し
て
旧
清
国
軍
と
義
勇
軍
の
抗
日
軍
を
鎮
圧
し
、
土

地
調
査
・
大
租
権
補
償
・
地
租
改
正
の
実
施
に
よ
り
植
民
地
氏
策
の
基
礎
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
地
租
改
正
事
業
は
、

そ
れ
ま
で
の
一
田
三
主
的
関
夢
解
体
し
、
地
主
・
小
作
関
係
の
整
理
・
移
行
を
走
ら
し
た
。
差
、
台
湾
縦
貫
鉄
道
の
建
設
．

基
隆
港
の
築
港
が
進
め
ら
れ
・
台
湾
銀
行
の
設
立
と
幣
制
の
改
革
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
明
治
末
年
ま
で
に
植
民
地
経
済
支
配
の
驚

は
ほ
ぽ
完
ポ
し
・
資
源
（
米
と
砂
糖
）
略
奪
の
機
構
も
整
備
さ
れ
た
。
他
方
朝
鮮
に
た
い
す
る
侵
略
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に

す
で
に
従
属
化
を
す
す
め
て
い
た
韓
国
を
「
併
合
」
し
朝
鮮
を
植
民
地
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
段
階
を
迎
え
た
。
朝
鮮
総
督

府
は
・
軍
．
警
察
権
カ
を
背
景
に
土
地
収
奪
の
前
提
作
業
と
し
て
土
地
調
査
事
業
を
実
施
し
た
。
朝
鮮
で
は
、
「
併
合
一
前
写
で

に
前
期
的
商
人
資
走
よ
る
土
地
集
中
が
進
行
し
て
い
た
が
、
土
地
調
査
事
業
旨
本
人
地
主
お
よ
び
朝
鮮
人
地
主
の
土
地
所
有
を

　
　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
六
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
六
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

法
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
導
入
さ
れ
た
土
地
所
有
制
度
は
朝
鮮
人
農
民
か
ら
の
土
地
略
奪
を
浸
透
さ
せ
て
行
っ
た
・
な
お
・
金

融
的
に
も
「
併
合
」
前
の
統
監
府
時
代
に
、
李
朝
政
府
の
財
政
は
す
で
に
日
本
資
本
主
義
の
完
全
な
支
配
下
に
あ
っ
た
（
林
柄
潤
『
植

民
地
に
お
げ
る
商
業
的
農
業
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
八
一
頁
）
し
、
「
貨
幣
整
理
」
は
第
一
銀
行
朝
鮮
支
店
の
特
権
的
業

務
と
し
て
実
施
さ
れ
、
す
で
に
円
ブ
回
ツ
ク
に
統
合
さ
れ
て
い
た
。
植
民
地
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
台
湾
に
し
て
も
朝
鮮
に
し
て

も
自
生
的
発
展
の
経
済
組
織
は
分
断
さ
れ
、
植
民
地
支
配
機
構
の
中
に
包
摂
さ
れ
、
以
後
の
自
生
的
発
展
の
道
は
完
全
に
断
た
れ
た
・

　
　
一
。
一
大
租
戸
一
大
租
権
所
有
者
一
－
小
租
戸
一
業
主
権
所
有
者
－
地
主
一
－
現
耕
佃
人
一
小
作
人
一
と
い
う
複
雑
な
関
係
が
存
在
し
た
一
江

　
　
　
　
丙
坤
『
台
湾
地
租
改
正
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
九
七
四
年
、
二
〇
１
三
二
頁
）
。

　
　
一
。
一
土
地
調
査
事
業
以
後
の
、
朝
鮮
に
お
け
る
土
地
所
有
髭
を
「
崎
形
的
な
も
の
で
あ
一
た
に
せ
よ
二
応
・
近
代
的
土
地
所
有
で
あ
一

　
　
　
　
た
一
一
前
掲
一
植
民
地
に
淳
る
商
業
的
農
業
の
展
開
一
一
四
七
頁
一
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
土
地
は
そ
の
所
有
権
を
確
認

　
　
　
　
さ
れ
は
し
た
。
し
か
し
、
小
作
契
約
を
み
る
と
打
租
法
で
は
口
頭
契
約
が
普
通
で
、
導
法
で
は
覚
書
一
移
作
票
あ
る
い
は
時
作
票
ま
た

　
　
　
　
単
に
手
票
と
バ
い
う
一
程
度
を
作
成
す
る
の
み
で
膏
、
契
約
期
間
は
多
く
喋
明
確
で
契
約
は
毎
年
更
新
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
実

　
　
　
　
質
的
に
は
永
４
作
と
同
じ
移
式
を
と
つ
て
い
る
。
ま
た
、
小
作
監
督
と
し
て
舎
音
が
残
存
し
、
そ
の
報
酬
と
し
て
小
作
料
の
一
部
た
い
し

　
　
　
小
作
地
の
一
部
を
無
料
耕
作
す
る
。
地
税
負
担
は
小
作
法
に
よ
つ
て
異
な
る
が
打
租
法
で
は
地
主
が
負
担
し
て
翌
年
度
の
彊
を
小
作
人

　
　
　
　
に
与
え
、
遠
隔
地
で
蕎
を
折
半
し
え
な
い
と
き
に
は
小
作
人
が
地
税
を
負
担
す
る
し
、
質
法
で
は
小
作
人
が
地
税
を
負
担
し
種
灌
自

　
　
　
分
で
負
担
す
る
の
で
窩
を
収
得
す
る
一
豊
福
豊
「
朝
鮮
に
於
げ
る
小
作
制
度
一
朝
鮮
金
融
組
合
協
会
一
朝
鮮
旧
時
の
金
融
財
政
慣
行
』
一

　
　
　
九
三
〇
年
所
収
、
二
三
二
－
二
四
八
頁
）
。
　
こ
う
し
た
契
約
関
係
の
実
態
は
土
地
所
有
者
の
旧
身
分
（
郁
搬
汰
ど
）
と
不
可
分
の
も
の
と

　
　
　
思
わ
れ
、
小
作
料
の
髭
一
そ
の
多
く
は
打
租
－
刈
分
、
賭
只
法
の
一
種
執
租
－
検
見
で
あ
一
た
一
お
よ
び
高
率
一
生
産
量
の
半
分
か
ら

　
　
　
六
割
に
美
よ
ぶ
一
を
残
存
す
る
旧
慣
行
の
圭
で
、
目
本
人
地
主
に
よ
る
植
民
地
的
収
奪
を
有
利
な
も
の
と
さ
せ
た
・
そ
れ
ゆ
冬
植

　
　
　
民
地
朝
鮮
に
お
げ
る
土
地
所
有
は
、
　
「
近
代
的
土
地
所
有
」
で
あ
つ
た
と
は
い
え
ま
い
。
所
有
関
係
は
分
配
彬
態
と
分
離
し
て
論
ず
べ
き

　
　
　
で
な
い
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
呆
資
本
主
義
の
重
化
学
工
業
化
と
経
済
の
膨
張
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
成
立
し
た
金
融
資



本
は
、
戦
争
の
終
結
に
よ
る
景
気
の
停
滞
と
繰
返
す
恐
慌
で
過
剰
資
本
を
生
み
だ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

恐
慌
が
発
生
し
、
鉄
式
市
況
は
低
落
し
て
事
業
の
整
理
が
進
ん
だ
。
金
融
は
緩
和
さ
れ
銀
行
遊
資
は
増
加
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二

一
年
後
半
か
ら
金
融
は
し
ま
り
、
植
民
地
投
資
の
た
め
の
外
債
の
発
行
が
再
び
活
発
化
し
た
。
こ
の
段
階
か
ら
植
民
地
経
営
は
新
し

い
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
段
階
の
開
幕
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
「
武
断
統
治
」
か
ら
「
文
化
統
治
」
へ
の
転
換
に
よ

っ
て
告
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
「
文
化
統
治
」
へ
の
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
植
民
地
に
お
げ
る
果
敢
な
民
族
運
動
で
あ
っ
た
。
一

九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
朝
鮮
に
お
げ
る
三
・
一
独
立
運
動
（
「
万
才
騒
擾
事
件
」
）
は
、
国
民
主
権
の
形
成
と
し
て
の
国
家
主
権
回
復
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

運
動
で
あ
っ
た
。
Ｌ
か
し
、
こ
の
民
族
を
あ
げ
て
の
運
動
が
植
民
地
統
治
に
ー
大
き
た
衝
撃
を
あ
た
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
朝
鮮

総
督
斉
藤
実
は
、
　
「
最
近
二
於
ケ
ル
朝
鮮
ノ
情
勢
」
に
つ
い
て
、
　
「
一
般
鮮
民
ノ
人
心
ハ
意
外
二
険
悪
ニ
シ
テ
過
般
ノ
官
制
改
革
二

依
リ
何
等
緩
和
ノ
徴
ヲ
見
ス
貴
賎
貧
富
老
幼
男
女
ノ
別
ナ
ク
皆
独
立
ヲ
夢
想
」
（
近
藤
銀
一
編
『
万
才
騒
擾
事
件
（
三
．
一
運
動
）
の
』
朝
鮮

近
代
史
料
、
朝
鮮
総
督
府
関
係
重
要
文
書
選
集
ｏ
ｏ
、
友
邦
協
会
・
朝
鮮
資
料
編
纂
会
、
一
九
六
四
年
、
五
頁
）
す
る
も
の
と
強
い
危
機
感
を
も
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
独
立
運
動
が
人
民
主
権
の
主
張
に
立
っ
も
の
で
な
い
と
い
う
不
徹
底
さ
は
、
や
が
て
民
族
運
動
と
し
て
そ
の
克

服
を
せ
ま
ら
れ
た
が
、
他
方
で
、
支
配
者
を
し
て
安
心
さ
せ
、
　
「
近
代
化
」
的
対
応
の
余
地
を
残
す
こ
と
に
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

総
督
府
は
、
治
安
維
持
を
第
一
と
し
、
懐
柔
（
親
目
朝
鮮
人
の
優
遇
な
ど
）
と
民
生
民
風
の
啓
発
を
も
っ
て
術
応
し
た
。
総
督
府
の
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

「
新
施
政
」
（
「
文
化
統
治
」
）
は
、
官
制
改
革
（
警
察
制
度
の
改
革
、
朝
鮮
人
官
吏
へ
の
一
目
同
等
官
等
俸
給
令
．
判
任
官
俸
給
令
の
適
用
、
地
方
制
度

改
正
と
地
方
官
庁
へ
の
委
任
事
項
規
程
改
正
、
中
枢
院
・
道
参
与
官
会
議
の
「
活
用
」
な
ど
）
、
教
育
改
革
（
教
育
令
の
改
正
と
新
学
制
の
確
立
、

教
科
目
・
教
科
課
程
お
よ
び
教
則
改
正
な
ど
）
、
宗
教
政
策
の
改
変
（
布
教
規
則
改
正
な
ど
）
の
ほ
か
、
産
業
開
発
（
産
米
増
確
計
画
な
ど
）
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
朝
鮮
人
の
政
治
的
権
利
の
承
認
に
は
ほ
ど
遠
く
、
む
し
ろ
民
族
教
育
の
否
定
、
良
心
へ
の
千
渉
、
資
源
略
奪

　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
六
二
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）

で
し
か
た
か
っ
た
。
こ
の

「
新
施
政
」

は

「
文
化
統
治
」
と
呼
ば
れ
は
し
た
が
、

四
〇
（
六
三
〇
）

な
お
、
警
察
・
憲
兵
統
治
の
実
態
に
少
し
の
変
更

も
な
か
っ
た
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）

　
一
九
二
〇
年
の
後
半
か
ら
金
融
は
緩
和
し
は
じ
め
、
六
大
都
市
銀
行
だ
げ
で
も
同
年
八
月
末
現
在
で
預
金
四
〇
億
九
六
〇
〇
万
円
、
貸

出
四
四
億
二
三
〇
〇
万
円
、
金
銀
在
高
二
億
六
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
二
一
年
四
月
末
に
は
預
金
四
四
億
三
二
〇
〇
万
円
、

貸
出
四
三
億
八
八
○
○
万
円
、
金
銀
在
高
三
億
三
七
〇
〇
万
円
と
な
り
預
金
が
貸
出
を
超
過
し
た
（
日
本
銀
行
調
査
局
「
世
界
戦
争
終
了

後
二
於
ケ
ル
本
邦
財
界
動
揺
史
」
目
本
銀
行
『
日
本
金
融
史
料
』
明
治
大
正
編
、
第
二
二
巻
、
一
九
五
八
年
、
一
六
七
四
－
五
頁
）
。

　
「
騒
擾
」
の
原
因
を
当
時
の
日
本
政
府
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
民
族
独
立
運
動
の
影
響
、
天
道
教
徒
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
煽
動
と
朝
鮮

民
族
の
性
情
に
帰
し
た
（
「
朝
鮮
騒
擾
経
過
概
要
」
前
掲
『
万
才
騒
擾
事
件
（
三
二
運
動
）
Ｏ
Ｄ
』
、
一
九
頁
）
。
　
独
立
運
動
に
は
同
年
五

月
末
ま
で
で
二
一
一
の
府
郡
の
一
五
四
二
回
の
集
会
に
延
二
〇
二
万
三
〇
九
八
人
が
参
加
し
、
総
督
府
の
軍
・
警
察
の
弾
圧
で
死
者
七
五

〇
九
人
、
被
傷
者
一
万
五
九
六
一
人
、
被
逮
捕
者
四
万
六
九
四
八
人
（
こ
の
数
字
に
っ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
る
）
を
出

し
た
（
朴
駿
植
著
．
姜
徳
相
訳
注
『
朝
鮮
独
立
運
動
の
血
史
』
１
、
平
凡
杜
、
一
九
七
二
年
、
一
八
三
頁
）
。

　
官
制
改
革
の
中
で
も
警
察
制
度
の
改
革
は
、
施
政
転
換
の
実
態
を
示
す
た
め
の
重
要
な
環
で
あ
る
。
そ
の
制
度
改
革
を
み
る
と
、
統
監

府
時
代
か
ら
の
憲
兵
．
警
察
の
合
体
し
た
警
務
機
関
は
あ
ら
た
め
ら
れ
、
普
通
警
察
と
し
て
拡
充
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
駐
割
軍
に
つ
い
て

も
師
団
増
設
こ
そ
た
か
っ
た
が
増
員
さ
れ
た
。
い
ま
、
警
務
機
関
の
実
態
を
改
革
前
後
で
比
較
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
朝
鮮
総
督

府
『
朝
鮮
に
於
け
る
新
施
政
』
一
九
二
〇
年
、
七
二
頁
）
。

　
警
務
機
関
配
置
状
況
比
較

　
　
　
改
正
前

警
察
署

　
一
〇
〇

憲
丘
ハ
分
隊

　
　
七
八

派
出
所

　
一
〇
七

分
遺
所

　
　
九
八

駐
在
所

　
五
三
三

駐
在
所

　
八
七
六

警
察
官

　
　
　
二

　
　
△
一

憲
兵
将
校

　
二
一

警
　
視

　
二
六

　
△
九

下
　
士

七
八
○

　
　
警
　
部

　
　
一
八
七

△
一
四
四

上
等
兵

二
、
五
二
五

巡
査
お
よ
び
巡
査
補

　
　
　
二
、
六
一
七

　
　
△
三
、
三
三
九

　
　
憲
兵
補
助
員

　
　
△
四
、
七
四
九



　
　
改
正
（
一
九
一
九
年
）
後

警
察
署
　
　
　
派
出
所

二
四
七
　
　
　
一
二
一
　
　
一
、

駐
在
所

四
三
八

警
　
視
　
　
　
警
部

　
三
四
　
　
　
三
〇
八

△
一
四
　
　
△
二
二
二

警
部
補

　
五
九
六

△
二
六
六

　
　
巡
　
査

　
七
、
四
四
五

△
八
、
○
八
八

　
　
　
　
備
考
　
ｃ
Ｄ
　
△
は
朝
鮮
人
で
外
数

　
　
　
　
　
　
　
の
改
正
後
は
、
憲
兵
か
ら
の
転
職
者
と
日
本
本
国
現
任
警
察
官
の
転
任
と
新
規
募
集
、
憲
兵
補
助
員
か
ら
の
転
職
者
で
増
員

　
　
　
　
　
　
　
　
分
を
補
填
し
た
と
い
う
。
な
お
、
一
九
二
一
年
に
は
、
駐
在
所
が
一
・
六
倍
と
た
り
、
職
員
は
一
．
四
倍
に
た
っ
た
。

　
「
新
施
政
」
で
産
業
開
発
の
中
心
と
な
っ
た
産
米
増
殖
計
画
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
度
か
ら
一
五
年
計
画
で
土
地
改
良
事
業

と
耕
種
法
改
良
を
実
施
し
産
米
の
増
加
を
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
産
米
増
植
計
画
は
、
米
騒
動
を
契
機
に
し
て
移
入
米
に
・

よ
る
米
価
安
定
と
供
給
確
保
の
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
、
目
本
資
本
主
義
の
こ
の
食
糧
政
策
こ
そ
は
米
の
地
主
的
超
過
搾
出
機
構
の

限
界
と
、
地
主
・
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
権
力
が
こ
の
限
界
を
土
地
改
革
と
し
て
解
決
し
え
な
い
こ
と
に
も
と
づ
く
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的

脆
弱
性
を
表
現
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
産
米
増
殖
計
画
は
、
土
地
改
革
に
よ
る
食
糧
間
題
の
最
終
的
な
解
決
を
さ
げ
る
た
め
に
も

植
民
地
米
の
略
取
に
重
点
が
お
か
れ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
産
米
増
殖
計
画
の
土
地
改
良
（
灌
混
改
善
、
地
目
変
換
、
開
墾
干
拓
）
、

農
事
改
良
（
施
肥
奨
励
）
、
土
地
改
良
を
施
行
し
な
い
土
地
で
の
耕
種
法
改
良
も
、
朝
鮮
の
農
業
杜
会
に
与
え
た
影
響
は
、
総
督
府
が

朝
鮮
産
米
増
殖
計
画
要
綱
で
述
べ
る
よ
う
な
「
農
家
経
済
の
向
上
と
農
民
生
活
の
安
定
」
と
は
全
く
か
げ
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
に
お
げ
る
土
地
調
査
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
完
了
し
て
お
り
、
李
朝
の
経
済
基
盤
で
あ
っ
た
宮
庄
土
．
駅
キ
屯
土
は
国

有
地
に
編
入
・
処
分
さ
れ
（
一
九
〇
八
年
設
立
の
東
洋
拓
植
株
式
会
杜
へ
の
出
資
と
し
て
、
す
で
に
韓
国
か
ら
六
万
株
と
引
き
か
え
に
こ
の
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

豊
饒
な
土
地
を
没
収
し
て
い
た
）
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
目
本
人
移
民
へ
の
払
下
げ
の
結
末
は
朝
鮮
人
耕
作
者
か
ら
土
地
を
奪
っ
て
彼
ら
を

流
離
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
洋
拓
殖
株
式
会
杜
（
そ
の
事
業
は
農
業
経
営
．
管
理
、
土
地
売
買
．
貸
借
、
目
朝
移
民
募
集
．
分
配
、
資
金

　
　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
六
一
二
一
）
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町４
３
６
４
８
０
３
８
７
６
２
０
３
１
７
７
４
３
３
４
６
０
９
３
９
０
６
２

１
３
３
７
１
５
６
４
６
３
２
８
３
８

凧
凧
凧
仏
凧
凧
凧
肌
肌
鰍
鰍
附
阻
肌

町

鴛
欝
瓢
濃
鴛
驚
欄

２
一
２
一
２
一
み
２
一
２
一
Ｚ
２
一
２
一
２
一
２
一
２
，
２
一
３
一

町５４
２
９
０
２
７
８
３
４
０
７
６
１
２
６
２
４
２
７
２
８
６
２
８
７
２
１
３
１
５
８
３
５
９
３
５
０
５
１
２
４

２
，
２
一
２
，
２
一
２
一
３
，
４
，
１
一
１
，
２
，
２
一
弐
〇
一
〇
，

１
１
↓
１
・
１
↓
１
↓
２
２

●町

一

一
一
５
１
４
０
９
４
３
３
４
３
８
８
８
４
８
０
７
１
１
８
９
７

３
４
６
６
６
７
７
７
７
７
６

■

町

醐
驚
鴛
叢
鴛
鴛
鴛
ｍ

８
，
９
，
９
，
９
，
９
，
０
，
０
，
Ｌ
Ｌ
１
，
０
，
０
，
０
，
０
．
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

町

篇
ぴ
犯
閉
撹
瓢
騰
欝
就

他
弘
仙
恥
肌
弘
糺
弘
弘
弘
肌
仙
仙
他

一
の
の
の
の
の
の
ゆ
、
吻
ぷ
の
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

止

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

９
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

１

りよ頁８
～

３
７

，

年
２
８

１
９』誌年十二社会式株植拓洋東『考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
六
三
二
）

供
給
、
附
帯
事
業
）
は
、
韓
国
出
資
地
と
買
収
地
と
で
朝
鮮
最
大
の
地
主

と
な
り
（
附
表
１
）
、
事
業
拡
張
は
そ
の
ま
ま
朝
鮮
人
か
ら
の
土
地
奪
取

の
拡
大
と
も
な
っ
た
の
で
「
東
拓
来
れ
ぱ
朝
鮮
人
が
引
っ
こ
む
」
と
ま

で
怨
嵯
さ
れ
た
。
東
拓
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
朝
鮮
侵
略
の
尖
兵
」
（
朴
慶

植
『
目
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配
』
上
、
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
、
七
六
頁
）

で
あ
っ
た
。

（
６
）

（
７
）

　
東
洋
拓
確
株
式
会
杜
の
移
民
事
業
は
、
第
一
回
は
一
九
一
〇
（
明

治
四
三
）
年
に
始
り
、
二
一
三
五
戸
が
応
募
し
ニ
ハ
○
戸
を
承
認
、

二
二
七
町
歩
の
割
当
と
、
二
万
〇
一
四
六
円
の
移
住
費
が
貸
与
さ
れ

た
。
以
後
毎
年
募
集
さ
れ
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
ま
で
に
」
万

二
八
五
四
戸
が
応
募
、
五
七
九
九
戸
承
認
、
割
当
地
（
同
年
現
在
戸

数
分
以
下
同
じ
）
五
三
八
六
町
歩
、
移
住
費
貸
付
二
三
万
六
二
九
五

円
（
朝
鮮
総
督
府
編
『
最
近
朝
鮮
事
情
要
覧
』
一
九
一
八
年
、
三
三

〇
１
一
頁
）
に
達
し
た
。
な
お
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
末

で
は
現
在
戸
数
（
定
着
）
は
二
九
七
四
戸
で
五
割
強
の
定
着
率
、
一

九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
末
に
は
現
在
戸
数
二
三
七
九
戸
で
定
着
率

四
割
強
で
あ
っ
た
。

　
宮
土
、
駅
・
屯
土
は
韓
国
時
代
に
は
き
わ
め
て
低
兼
な
小
作
料
で

数
十
代
世
襲
の
耕
作
者
で
経
営
さ
れ
て
き
た
。
　
「
そ
の
小
作
権
（
永

小
作
権
が
成
立
し
て
い
た
ー
引
用
者
）
は
相
互
に
売
買
も
さ
れ
、
小



　
　
　
　
作
地
と
は
い
え
実
際
に
は
半
官
半
民
の
私
有
地
と
い
う
べ
き
性
格
を
も
っ
て
い
た
」
（
前
掲
『
朝
鮮
独
立
運
動
の
血
史
』
１
、
九
七
頁
）
。

　
　
　
　
だ
か
ら
、
朝
鮮
で
「
民
田
」
化
が
進
行
す
る
過
程
で
は
、
宮
家
の
土
地
奪
取
（
「
折
受
」
・
「
横
占
・
抑
買
」
）
に
た
い
す
る
農
民
の
抵
抗
を

　
　
　
　
と
も
な
い
、
「
民
幣
」
（
小
作
化
）
が
進
行
す
る
な
か
で
は
土
地
所
有
権
の
形
成
過
程
は
小
作
権
の
成
立
な
し
に
は
完
成
す
る
べ
く
も
な
か

　
　
　
　
っ
た
。

　
朝
鮮
に
お
げ
る
土
地
奪
取
は
彪
大
な
国
有
地
を
生
み
だ
し
た
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
末
で
沓
四
万
四
九
四
七
町
歩
、
田
七
万
四

一
七
四
町
歩
、
林
野
一
二
万
八
四
〇
九
町
歩
に
達
し
、
そ
の
他
未
懇
地
な
ど
を
加
え
る
と
彪
大
な
面
積
と
な
る
。
し
か
も
そ
の
払
下

お
よ
び
貸
与
の
多
く
は
日
本
人
に
対
し
て
で
、
朝
鮮
人
に
た
い
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
天
道
教
徒
の
ぱ
あ
い
小
作
す
ら
許
さ
れ
な

か
っ
た
（
前
掲
『
朝
鮮
独
立
運
動
の
血
史
』
１
、
九
八
頁
）
。
一
九
一
九
年
で
農
家
戸
数
の
三
七
・
六
％
が
小
作
農
（
な
お
一
九
三
二
年
で
一

戸
当
り
沓
○
．
四
八
町
、
田
○
．
五
三
町
を
耕
作
）
で
自
作
兼
小
作
を
加
え
る
と
七
六
・
九
％
に
な
り
、
当
時
の
農
業
生
産
力
は
「
天
水

沓
」
が
大
部
分
を
し
め
、
反
当
収
量
は
豊
凶
の
変
動
は
げ
し
く
平
均
と
し
て
は
○
・
九
石
（
一
九
一
九
年
は
綬
米
で
○
・
八
四
石
）
と
い

う
水
準
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
産
米
増
殖
計
画
は
、
朝
鮮
農
業
の
こ
う
し
た
現
状
か
ら
す
れ
ぼ
、
農
業
用
水
の
確
保
と
産
米
の
商
品
化
率
を
高
め
る

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
実
は
朝
鮮
人
か
ら
の
土
地
奪
取
を
促
進
し
、
小
作
米
の
追
加
的
搾
取
の
機
構
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

っ
た
。
土
地
改
良
の
た
め
の
日
本
地
主
主
導
の
水
利
組
合
事
業
も
、
朝
鮮
人
耕
作
者
か
ら
の
土
地
奪
取
を
進
め
る
こ
と
に
し
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

な
か
っ
た
。
目
本
人
地
主
と
違
っ
て
恵
沢
は
少
な
い
の
に
負
担
だ
げ
が
増
加
し
、
朝
鮮
人
小
地
主
は
耐
え
ら
れ
ず
に
土
地
を
手
ぼ
な

し
組
合
の
土
地
兼
併
だ
げ
を
拡
大
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
朝
鮮
か
ら
の
土
地
奪
取
は
こ
れ
だ
げ
に
限
ら
ず
工
場
進
出
に
よ
る
土
地
買
収

で
も
進
行
し
た
。
そ
の
買
収
に
郡
守
と
警
察
署
長
が
干
渉
し
脅
迫
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
（
一
九
二
七
年
二
月
一
七
目
「
東
亜
目
報
」
朝

鮮
総
督
府
官
房
文
書
課
『
朝
鮮
の
言
論
と
世
相
』
巌
南
堂
、
一
九
六
九
年
、
二
一
九
－
三
頁
）
。
　
こ
う
し
た
土
地
奪
取
と
併
行
し
て
小
作
米
の

　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
六
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
六
三
四
）

搾
取
が
進
ん
だ
。
東
洋
拓
殖
株
式
会
杜
の
ぱ
あ
い
で
も
、
小
作
料
は
玄
米
・
籾
・
大
豆
・
棉
・
雑
穀
で
一
部
金
納
（
代
金
納
）
で
あ
っ

た
。
多
く
は
現
物
の
高
率
小
作
料
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
商
品
化
率
は
農
民
の
窮
迫
と
と
も
に
高
ま
り
、
そ
れ
と
と
も
に
朝
鮮
米
の

飢
餓
「
移
出
」
は
進
ん
だ
（
附
表
２
）
。

　
　
（
８
）
　
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
度
末
で
、
灌
混
工
事
完
了
組
合
九
一
、
起
工
準
備
中
組
合
三
五
に
達
し
た
（
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
総
督
府
施

　
　
　
　
政
年
報
』
、
昭
和
三
年
度
、
二
一
四
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋
…
柵
Ｎ
…
撞
薬
（
箭
ｑ
小
米
調
詳
耕

擦
　
購
　
＞
　
酎

浦
詳
甜

罫
　
　
麟
　
　
圧
　
　
舐

昧
蹄
群

蟄
薬
－
＞
峠

口
料
冴
註
－

勢
＞
酢

繭
＞
甜
　
　
昨
睾

昨
　
　
単

塾
庄
亟

麟
圧
辞

巾
　
　
睾

董
　
蝿
舐
＞
脹
董
蝿
舐

引

昂

引

引

引

昂

出

出

軸

引

Ｈ
ｓ
◎
（
汁
申
ｏ
）

旨
、
◎
Ｏ
。
』
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ト
ｏ
。
一
胃
蜆

Ｈ
－
ｃ
．
８

ｏ
◎
ｋ
崖

Ｈ
ド
ま
ｏ
。
ら
ｓ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
ら
Ｏ
Ｎ

Ｈ
一
畠
Ｏ
』
Ｏ
。
◎
。

－
Ｏ
。
竃
一
岩
Ｏ

◎
．
竃
§

－
Ｈ
Ｈ
ｏ
◎

Ｈ
竃
Ｈ
（
　
Ｈ
◎
）

Ｈ
卜
ｏ
ｏ
◎
。
ド
ｃ
ｏ
竃

卜
ｏ
０
Ｎ
０
◎

お
ふ
ｏ
～

ミ
一
８
ｏ

崖
も
◎
◎
、
ｏ
．
Ｎ

Ｈ
０
．
ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
。
り

Ｏ
〇
一
〇
〇
。
Ｏ
ら
Ｓ

ｃ
〇
一
ミ
９
◎
胃

０
１
雪
◎
０

Ｈ
一
Ｈ
靱

宕
ｓ
（
　
Ｈ
Ｈ
）

Ｈ
卜
ｏ
◎
ト
ｏ
卜
ｏ
ｏ
ｓ

９
雪
ｏ
ｏ

Ｈ
胃
ら
畠

Ｈ
雪
一
胃
ｏ
。

Ｈ
ト
お
－
竃
◎

お
■
ｏ
ｏ
◎

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
。
崖
Ｌ
畠

ｏ
。
一
〇
〇
〇
。
ｏ
乙
富

◎
．
竃
ト
◎

Ｈ
一
一
◎
◎

岩
轟
（
　
冨
）

冨
一
◎
崖
』
竃

畠
一
◎
ｏ
。
◎

ｏ
．
ｐ
旨
Ｈ

Ｈ
Ｈ
卜
８
Ｈ

Ｈ
ｇ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
。
｝
◎
。
◎
◎

○
。
ｃ
ｏ
』
ミ

ｏ
◎
一
竃
卜
ｏ
◎
ト
ｏ
。

○
。
ら
竃
』
湯

◎
．
震
お

ピ
崖
ｏ
ｏ

お
違
（
　
Ｈ
。
。
）

Ｈ
９
ミ
ト
震
ｍ

Ｈ
Ｈ
も
◎
ｏ
○

ｃ
ｏ
胃
一
◎
。
賢

ト
Ｏ
Ｃ
Ｏ
、
震

Ｈ
ｍ
』
轟
二
〇
〇

ｏ
ｏ
９
ミ
◎
。

卜
ｓ
ド
震
Ｈ

ト
ベ
艶
乙
岩

Ｏ
．
０
０
０
０
Ｎ

ピ
Ｈ
ｓ

Ｈ
竃
ｍ
（
　
崖
）

お
一
胃
９
ｃ
ｏ
ｓ

Ｈ
Ｈ
メ
◎
８

ｃ
ｏ
ｏ
。
ド
ｏ
ｏ
寄

虐
ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
。

Ｈ
卜
Ｈ
轟
一
ｓ
ｏ

崖
』
ｃ
．
ｏ

卜
胃
Ｐ
切
Ｏ
ト

卜
＄
ト
お
ｏ

ｏ
．
胃
ｏ
◎
ｏ

Ｈ
一
旨
ｏ
◎

宕
畠
（
調
曽
甘
）

崖
、
お
一
Ｈ
◎
Ｎ

腎
９
◎
ｏ
雪

Ｈ
竃
一
〇
〇
寓

Ｏ
。
◎
メ
ベ
Ｏ
Ｏ
◎

崖
』
◎
。
〇
一
〇
。
ｏ
ｍ

Ｐ
Ｏ
◎
Ｏ
Ｏ

９
亀
ｐ
お
ｍ

９
お
ｏ
。
一
お
ｏ
。

◎
．
お
畠

ピ
５
Ｈ

お
ミ
（
　
　
ト
。
）

Ｈ
ｇ
０
０
０
◎
、
◎
べ

お
ら
Ｏ
Ｈ

ｏ
◎
お
」
竃

ｓ
ド
お
ｏ
ｏ

崖
』
８
』
◎
◎

Ｈ
ｇ
Ｏ
Ｏ
お

９
Ｈ
ｏ
．
９
竃
ｍ

９
岩
メ
畠
ｏ
ｏ

Ｏ
．
Ｓ
畠

ピ
Ｏ
旨

Ｈ
ｓ
。
。
（
　
　
。
。
）

ミ
Ｌ
鵠
一
〇
。
ｏ
。
べ

ｏ
ｏ
寓
Ｌ
緕

８
」
震

島
ｐ
ｏ
ｏ
お

ミ
、
竃
』
ま

－
９
べ
◎
ｏ
◎

べ
ｋ
◎
岬
し
ミ

“
亀
－
Ｈ
ｏ
．
ｏ

◎
．
邊
◎
い

ピ
Ｈ
８

お
８
（
　
　
杜
）

５
』
Ｈ
－
ｓ
岬

忘
ト
ｏ
。
墨

農
ｍ
』
ｏ
◎

３
９
ｏ
。
畠

崖
Ｌ
Ｏ
ト
◎
一
〇
胃

ｐ
ｏ
。
竃

９
０
０
Ｐ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
。

９
胃
ｏ
。
一
ｃ
．
ｏ
．
ｏ

◎
．
偉
竃

ピ
Ｈ
Ｏ
◎

Ｈ
８
◎
（
　
　
蜆
）

Ｈ
ｏ
ｏ
、
◎
Ｈ
、
装

ｏ
ｏ
竃
も
胃

Ｈ
ｃ
ｏ
“
ｓ
ｏ

閉
Ｏ
．
９
０
０
。
べ

Ｈ
ト
～
ｏ
．
９
ｏ
．
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

９
ｏ
。
豪

９
亀
９
ミ
ｏ

９
お
◎
。
一
〇
〇
竃

ｏ
．
畠
ｏ
ｏ
◎

ピ
ｏ
ミ

轟
曲

－
）

Ｎ
）

朕
隅
刮
再
恥
罫
舟
ｅ
肝
瞬
困
（
料
米
潜
軸
、
馨
鴫
＞
困
柵
ｅ
小
映
註
ぴ
画
Ｇ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
誰
鵬
型
（
京
叢
型
昨
単
－
欝
嚇
圧
型
－
蒲
騨
酔
）

繋
墓
ま
一
註
譲
甲
罫
薫
＞
旦
〔
紫
叢
莫
口
ｇ
ま
薯
誓
汁
圭
斗
静
票
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
誰
鳩
型
（
ト
芦
画
Ｇ
）

匝
彗
箒
等
竺
益
議
甲
囲
義
蛛
帝
嚢
更
粟
醤
黒
業
口

ｏ
ｏ
）
　
盤
薬
譲
硝
尋
瞬
茸
副
『
盤
轟
米
灘
胴
擁
』

（
－
８
仁
肯
）
片
Ｇ
寺
爵



　
　
一
９
一
起
債
償
還
年
間
反
当
組
合
費
は
、
均
等
負
担
で
八
・
四
七
円
か
ら
三
・
六
〇
円
、
多
く
は
負
担
に
格
差
が
あ
り
、
最
低
負
担
分
で
八
．

　
　
　
　
五
三
円
か
ら
○
・
八
二
円
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
・
民
族
産
業
の
略
奪
で
は
、
　
「
併
合
」
前
の
市
場
支
配
か
ら
一
歩
を
進
め
て
、
直
接
的
な
略
奪
に
む
か
っ
た
。
一
九
一

〇
（
明
治
四
三
）
年
の
会
杜
令
は
、
　
「
民
族
資
本
の
発
展
を
抑
え
、
ひ
い
て
は
朝
鮮
の
資
本
主
義
的
工
業
の
発
展
を
阻
止
し
、
朝
鮮
を

永
久
に
植
民
地
的
食
糧
・
原
料
供
給
地
に
と
ど
め
て
お
こ
う
と
す
る
」
（
前
掲
『
目
オ
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配
』
上
、
一
〇
五
頁
）
も
の
で

あ
っ
た
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
鉱
業
法
、
砂
鉱
取
締
法
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
朝
鮮
鉱
業
令
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

山
独
占
が
強
権
に
保
護
一
外
国
人
の
新
た
姦
業
権
取
得
の
禁
止
、
土
撞
用
令
の
準
用
な
ど
一
さ
れ
祭
ら
進
ん
だ
。
ま
た
、
共
同
販
売

制
と
特
売
制
度
は
棉
花
や
蚕
繭
の
搾
出
機
構
と
し
て
機
能
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
過
剰
資
本
の
放
資
と
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

民
地
の
外
資
に
よ
る
開
発
の
た
め
に
は
、
会
杜
令
は
撤
廃
（
一
九
二
〇
年
）
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
た
か
っ
た
。

　
　
（
１
０
）
朝
鮮
総
督
府
編
『
大
正
七
年
最
近
朝
鮮
事
情
要
覧
』
一
九
一
八
年
（
一
九
二
〇
年
）
に
よ
れ
ぱ
、
朝
鮮
に
お
げ
る
鉱
業
出
願
お
よ
び
許
可

　
　
　
　
件
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、
認
可
旨
本
人
優
先
権
を
与
え
朝
鮮
人
に
は
陰
に
陽
に
卑
妻
妨
害
が
加
え
ら
れ
、
良
鉱
旨

　
　
　
　
本
人
の
手
に
貧
鉱
は
朝
鮮
人
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
朝
鮮
独
立
運
動
の
血
史
』
１
、
一
〇
一
頁
）
。

出
　
願
件

数

許
可
件

数

目
本
人
一
朝
鮮
人
丁
国
人
丁
一

計

ポ
本
人
一
朝
鮮
人
一
外
国
人
一
合

計

一
九
二
一
（
大
元
）

三
九
七

二
〇
七

二
九

六
三
三

一
九
六

二
二

九

三
二
六

一
九
二
二
（
二
）

三
八
五

二
一
五

一
〇

六
一
〇

二
〇
七

二
二
五

一
〇

三
五
二

一
九
一
四
（
三
）

三
五
八

一
七
九

五

五
四
二

二
一
四

九
三

一

三
〇
八

一
九
一
五
（
四
）

三
八
一

四
〇
三

三
〇

八
一
四

二
〇
五

一
五
七

一
八

三
八
○

一
九
ニ
ハ
（
五
）

一
、
九
三
二

一
、
○
八
一

七
二

三
、
○
八
五

四
二
二

三
〇
八

七
四

八
〇
四

一
ｕ
二
九
二
八
一
昭
和
三
一
年
末
現
在
で
、
資
本
金
五
〇
万
円
以
上
の
各
種
製
造
工
場
旨
本
人
所
有
六
王
場
、
朝
鮮
人
所
有
四
工
場
、

　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
六
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
六
三
六
）

　
　
　
　
外
国
人
所
有
は
二
工
場
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
施
政
年
報
』
昭
和
三
年
度
、
二
八
二
－
六
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
朝
鮮
に
お
げ
る
土
地
と
産
業
の
奪
取
は
、
都
市
に
も
農
村
に
も
「
細
民
」
を
つ
く
り
だ
し
た
。
と
く
に
土
地
を
追
わ
れ
た
農
民
は
、

　
　
　
　
　
（
１
３
）

火
田
（
火
粟
田
）
を
耕
作
す
る
ほ
か
は
な
く
、
朝
鮮
人
の
流
離
が
進
む
ほ
ど
に
、
火
田
は
増
加
し
、
と
く
に
産
米
増
殖
計
画
の
開
始
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
に
増
勢
を
は
や
め
て
い
る
（
附
表
３
）
。
こ
う
し
た
火

移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籔

推
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
附
　
　
田
の
増
大
は
、
林
政
、
治
水
、
杜
会
上
の
間
題
と
さ
れ
る

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
，

積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鏑
撒
　
　
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
四
（
大
正
二
二
）
年
の
調
査
に
よ

面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
１
４

継
　
　
　
　
　
　
　
欝
る
と
、
同
年
九
月
末
現
在
で
要
存
予
定
林
野
内
だ
け
で
約

畑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
鞠
　
　
一
四
万
町
歩
の
火
田
と
戸
数
五
万
八
五
六
六
戸
、
人
旦
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
済

３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酪
鰹
成
　
一
万
四
八
二
三
人
が
あ
り
、
不
要
存
林
野
、
民
有
林
野
内

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
朝
作
．

附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
『
り
　
の
火
田
戸
数
お
よ
び
人
口
は
、
合
計
二
三
万
〇
五
八
五
戸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
万
九
〇
二
六
人
に
達
し
た
。

　
火
田
の
耕
作
は
、
普
通
三
、
四
年
か
ら
四
、
五
年
位
で
休
耕
期
問
は
四
、
五
年
か
ら
一
二
、
三
年
に
も
お
よ
び
、
栗
、
大
豆
・
小

豆
、
大
麦
、
玉
蜀
黍
、
蕎
麦
、
燕
麦
、
馬
鈴
薯
な
ど
を
輸
作
す
る
。
そ
の
収
穫
は
栗
で
反
当
収
量
の
多
い
も
の
で
は
一
石
を
こ
え
る

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

カ
少
な
い
も
の
は
二
斗
を
わ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
生
活
は
悲
惨
で
と
く
に
転
耕
火
田
民
（
一
、
二
年
で
移
住
し
再
び
火
田
を
官
憲
の

眼
を
掠
め
て
耕
作
す
る
）
の
生
活
は
そ
の
極
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
天
侯
に
左
右
さ
れ
る
ほ
か
火
田
整
理
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た

火
田
民
の
貧
窮
化
を
増
さ
し
め
た
（
朝
鮮
総
督
府
『
火
田
の
現
状
』
調
査
資
料
第
一
九
輯
、
一
九
三
ハ
年
、
二
一
九
頁
）
。
火
田
整
理
も
実
効

を
あ
げ
な
い
ま
ま
に
火
田
面
積
も
戸
数
も
逆
に
増
加
し
た
（
附
表
３
・
４
）
。
　
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
末
に
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な

地
比

％

耕
積

４
２
１
０
８
４
１
８
９
８
２
６
５
１
３
５
３
１
３
３
２
８
８
１
８
８
３
１
３
３
５
４
５
７

総
面

　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
・
３
３
２
３
２
３
３
３
・
３
・
３
・
３
・
３
・
３
・
４
．
４
・
７
・
８
．

１町
１
１
３
５
３
６
０
２
０
８
７
３
６
２
０
２
１

田

湖
瓢
鴛
欺
慧
鴛
腹
鴛
駄

火

帆
畿
貴
誼
豊
貴
凧
坦
器
蝋

１
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●
　
，

４表附

ｉ
＋

戸
鵬
鴛
寛
卿
鴛
鵬

計

黒
猛
耽
慧
鴛
軌

２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一
２
一

、
火
民
戸
一
・
－

“
６
１
９
２
４
２
．
３
１
１
３
２
６
３
３
５
１
２
１

純
田

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

３
４
２
９
３
３
３
４
３
７
４
１

、
）
戸
一

■
　
　
　
　
■

・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

一
３
）
８
）
５
）
０
）
８
）
６
）

火
民

８
５
８
１
０
６
６
５
４
７
５
４

兼
田

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

９
０
４
２
６
２

（

５
９
９
９
９
９
（
（
（
（
（
（

ｔ

－
作

戸
篇
驚
溢
篇
鴛
鴛

、

一

賦
鴉
貰
黒
鴛
驚

１
，
１
，
１
，
Ｌ
Ｌ
１
，
１
，
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
１
，

ｉ

、

兼
作

戸
膿
瓢
撹
軌
飢
軌

作

帆
説
鴛
肌
岨
鴬
鴛

自
小

，

、
作

戸
皿
狐
膿
狐
鴛
鐵

自

簑
眺
芸
簑
砒
肌
肌
鴛

、
）乙

戸
鴛
鴛
鐵
鷺
鷺
鮮

（主

凧
飢
糺
泌
附
鰍
臥
弘
阻
附
阻
眈

地
、
）甲

戸
鵬
凧
膿
浴
狐
鴛

（主

凪
凧
皿
皿
皿
凪
恥
肌
叫
糺
糺
風

地
、

　
　
作

　
　
熱

　
　
作
　
り

　
　
自
　
　
よ

　
　
・
　
年

者
　
作
　
４

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

レ
　
　
　
自
　
　
９

、
よ
　
　
　
　
　
　
　
ー

ナ
　
　
　
　
　
●

し
　
主
　
腕

作
者
地
　
年

耕
る
（
　
　
４

ら
す
者
　
　
－

　
　
　
　
和

自
作
る

せ
耕
す
）
帽

さ
自
事
ず
』

作
を
従
ま
報

小
部
に
合
年

く
一
作
は
済

と
　
，
耕
に
経

ご
せ
民
計
鮮

と
さ
田
合
朝

こ
作
火
て
『

を
小
て
っ
編

作
を
ね
よ
部

耕
分
兼
。
支

る
部
し
数
鮮

す
大
作
内
朝

有
の
耕
の
会

所
地
を
そ
合

の
有
田
　
，
聯

そ
所
熟
で
関

，
，
，
者
機

は
は
は
る
査

と
と
と
ね
調

８
服
謡

主
主
火
作
国

地
地
兼
小
全

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

１
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

考備

国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）

っ
た
火
田
民
は
面
積
一
二
万
四
〇
〇
〇
町
歩
、
戸
数
二
六
万
九
九
〇

〇
余
戸
二
二
九
万
九
四
〇
〇
余
人
で
、
北
部
八
郡
の
総
耕
地
面
積
の

三
三
劣
、
総
戸
数
の
四
七
％
、
人
口
総
数
の
四
五
％
で
あ
っ
た
（
大
蔵

省
昭
和
財
政
史
編
集
室
編
『
昭
和
財
政
史
』
第
一
六
巻
、
１
旧
外
地
財
政
（
下
）

１
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
六
一
年
、
四
三
頁
）
。

　
　
（
１
２
）
　
春
窮
、
火
田
、
土
幕
が
朝
鮮
に
お
げ
る
「
細
民
」
の
三
つ
の
移

　
　
　
　
態
と
い
わ
れ
た
。

　
　
（
１
３
）
　
山
野
の
樹
木
を
焼
き
払
い
そ
の
跡
地
を
極
め
て
乱
雑
に
。
耕
鋤
し
、

　
　
　
　
雑
穀
を
栽
培
す
る
原
始
的
な
粗
放
的
農
耕
法
を
い
う
（
前
掲
『
火

　
　
　
　
田
の
現
状
』
一
頁
）
。

　
　
（
１
４
）
　
四
季
を
通
じ
て
粗
末
な
る
木
綿
衣
を
着
用
し
、
寝
具
は
ほ
と
ん

　
　
　
　
ど
も
た
な
い
。
食
事
は
朝
・
昼
馬
鈴
薯
ま
た
は
草
根
、
木
実
に
若

　
　
　
　
干
の
玉
蜀
黍
、
あ
る
い
は
燕
麦
、
大
豆
、
小
豆
を
混
じ
た
飯
お
よ

　
　
　
　
び
粥
、
夕
食
は
粟
お
よ
び
玉
蜀
黍
を
混
じ
た
粥
た
ど
、
冬
季
に
は

　
　
　
　
普
通
昼
食
を
抜
く
。
副
食
は
漬
物
、
農
繁
期
に
は
貧
窮
す
る
。
労

　
　
　
　
働
能
率
減
退
し
不
健
康
状
態
の
者
多
く
、
住
居
は
山
崩
、
洪
水
の

　
　
　
　
危
険
の
あ
る
個
所
に
削
板
ま
た
は
草
葺
の
二
た
い
し
三
間
の
小
屋

　
　
　
　
に
住
む
（
前
掲
『
火
田
の
現
状
』
、
二
〇
三
頁
）
。

　
植
民
地
台
湾
に
ー
お
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
た
。
土
地
調
査
事

業
に
よ
る
所
有
権
確
定
の
過
程
で
、
土
地
所
有
権
者
の
か
な
り
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
六
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
六
三
八
）

更
．
改
訂
が
行
な
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
（
浅
田
喬
二
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
民
族
革
命
運
動
－
台
湾
・
朝
鮮
・
「
満
州
」
に
お
げ
る
抗
目
農
民
運

動
の
展
開
過
程
１
』
未
来
杜
、
一
九
七
三
年
、
一
四
頁
）
、
さ
ら
に
官
有
林
野
取
緒
規
則
に
よ
る
山
林
原
野
「
無
主
地
国
有
」
の
原
則
（
矢

内
原
忠
雄
「
帝
国
主
義
下
の
台
湾
」
『
矢
内
原
忠
雄
全
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
二
〇
七
頁
）
は
、
台
湾
人
の
林
野
占
有
利
用

の
慣
行
を
侵
し
て
開
墾
地
を
実
質
的
に
取
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
略
取
に
よ
り
成
立
し
た
官
有
地
は
日
本
人
に
優
先
し
て
払
下
げ

ら
れ
、
地
主
制
を
て
こ
に
原
料
・
資
源
の
収
奪
が
強
行
さ
れ
た
。

二
　
民
族
の
主
権
と
在
日
朝
鮮
人
労
働
者
の
形
成

　
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
韓
目
協
商
条
約
（
「
保
護
条
約
」
）
は
、
韓
国
の
外
交
主
権
を
奪
い
こ
れ
を
「
保
護
国
」
と
し
て
内
政
干
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
道
を
ひ
ら
い
た
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
は
韓
国
併
合
二
関
ス
ル
条
約
で
、
韓
国
の
国
家
主
権
を
剥
奪
す

る
こ
と
と
在
っ
た
。
　
「
併
合
」
と
と
も
に
朝
鮮
総
督
府
官
制
が
施
行
さ
れ
、
朝
鮮
人
の
民
族
自
決
権
を
否
定
し
た
。
三
・
一
独
立
運

動
の
衡
撃
で
試
み
ら
れ
た
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
官
制
改
革
で
も
、
そ
の
本
質
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
植
異
地
と
放
っ
た
朝
鮮
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

天
皇
制
官
僚
機
構
が
移
植
さ
れ
、
治
安
法
令
（
保
安
法
、
保
安
窺
則
、
集
会
取
締
、
政
治
二
関
ス
ル
犯
罪
処
罰
ノ
件
、
治
安
維
持
法
、
行
政
執

行
令
、
同
施
行
観
則
次
ど
）
や
移
入
資
本
を
保
護
・
保
証
す
る
諾
法
令
（
会
杜
令
、
土
地
収
用
令
、
森
林
令
、
朝
鮮
鉱
業
令
、
朝
鮮
蚕
業
令
た
ど
）

が
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
逆
に
朝
鮮
人
の
市
民
的
活
動
を
制
限
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
国
民
主
権
す
ら
否
認
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
土
地
．
資
源
の
略
取
の
た
め
に
、
朝
鮮
に
お
げ
る
民
族
の
主
権
は
、
か
く
ま
で
に
否
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
韓
国
併
合
二
関
す
ル
条
約
の
第
一
条
で
、
　
「
韓
国
全
部
二
関
ス
ル
一
切
ノ
統
治
権
」
を
「
完
全
且
永
久
」
に
「
譲
与
」
す
る
と
ガ
記
し

　
　
　
た
。
し
か
し
韓
国
の
国
家
主
権
は
、
当
時
、
皇
帝
と
官
僚
的
貴
族
（
文
・
武
両
班
）
支
配
の
政
治
体
制
が
と
ら
れ
、
田
制
も
庄
土
と
両
班



　
　
　
私
田
の
小
作
経
営
が
主
体
で
あ
っ
た
杜
会
か
ら
し
て
、
皇
帝
の
統
治
権
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
同
時
に
皇
帝
の
統
治
権
も
両
班
に

　
　
　
制
肘
さ
れ
、
ま
た
「
民
田
」
の
一
定
の
発
展
に
蚕
食
さ
れ
た
統
治
権
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
統
治
権
の
「
譲
与
」
が
韓
国
の

　
　
　
国
家
主
権
の
取
得
で
あ
り
、
そ
れ
が
彩
成
さ
れ
っ
っ
あ
っ
た
国
民
主
権
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
・
、
目
本
帝
国
主
義
は
「
併

　
　
　
合
」
当
初
か
ら
民
族
運
動
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
。

　
　
（
２
）
朝
鮮
総
督
府
官
制
は
、
設
置
さ
れ
た
そ
の
当
初
、
天
皇
に
直
隷
し
た
総
督
が
委
任
の
範
囲
内
で
陸
海
軍
を
統
率
し
、
総
理
大
臣
を
経
て

　
　
　
上
奏
し
裁
可
を
受
け
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
罰
則
を
と
も
な
う
制
令
を
発
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
政
務
に
関
し
て
は
、
特
別

　
　
　
会
計
の
執
行
権
を
移
譲
さ
れ
て
お
り
、
警
務
機
構
を
直
属
さ
せ
て
い
た
。
地
方
官
制
は
、
知
事
（
勅
任
官
）
に
移
譲
さ
れ
た
権
限
が
制
隈

　
　
　
的
で
あ
り
、
総
督
府
の
行
政
権
限
は
絶
大
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
行
政
機
構
か
ら
朝
鮮
人
が
排
除
さ
れ
て
い

　
　
　
　
た
と
こ
ろ
に
、
朝
鮮
に
。
お
け
る
国
民
主
権
否
認
の
実
態
が
あ
っ
た
。

　
「
併
合
」
前
の
朝
鮮
が
、
資
本
主
義
的
発
展
を
と
げ
る
条
件
は
一
定
の
成
熟
を
み
せ
て
い
た
。
身
分
制
に
制
約
さ
れ
て
は
い
た
が
、

民
田
は
「
前
進
」
（
安
乗
始
『
朝
鮮
杜
会
の
構
造
と
日
本
帝
国
主
義
』
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
七
年
、
二
九
頁
）
し
、
土
地
制
度
の
改
革
の
前
提

条
件
は
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
変
革
主
体
の
独
自
的
形
成
と
い
う
点
で
は
、
甲
申
政
変
（
一
八
八
四
年
）
の
性
格
と
経
過
が
示

す
ご
と
く
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
商
品
経
済
の
発
展
の
低
さ
は
商
業
組
織
の
前
近
代
性
を
強
固
に
維
持
さ
せ
、
そ
れ
ゆ
え
急
速

な
資
本
主
義
化
は
国
家
に
－
よ
る
稜
産
興
業
政
策
に
頼
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
と
き
こ
の
古
い
杜
会
経
済
的
基
盤
は
農
民
の
犠
牲
を
よ

り
大
き
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
国
民
主
権
を
担
う
主
体
の
成
熟
が
お
く
れ
て
い
れ
ぼ
、
そ
こ
で
の
国
家
主
権
は
列
強
に
蚕

食
さ
れ
、
せ
っ
か
く
の
殖
産
興
業
政
策
も
半
植
民
地
化
の
道
を
さ
げ
え
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
　
「
併
合
」
さ
れ
た
朝
鮮
で
、
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
植
民
地
経
営
が
強
化
さ
れ
る
と
き
、
土
地
調
査
に
よ
る
所
有
権
の

確
定
、
資
本
活
動
を
保
証
す
る
た
め
の
契
約
関
係
の
法
認
の
過
程
は
、
い
や
お
う
た
し
に
所
有
権
の
担
い
手
た
る
主
体
を
成
立
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

る
・
し
か
し
、
国
民
主
権
す
ら
承
認
し
な
い
植
民
地
で
は
、
目
本
国
内
で
も
成
立
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
「
近
代
的
所
有
権
」
（
川
島

　
　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
六
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
六
四
〇
）

武
宣
『
所
有
権
法
の
理
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
、
二
九
－
三
〇
頁
）
は
な
お
の
こ
と
成
立
す
る
す
べ
も
た
か
っ
た
。
し
か
も
、
土
地

と
資
源
の
奪
取
の
た
め
に
民
族
産
業
の
発
展
を
阻
止
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
・
「
近
代
的
所
有
権
」
展
開
は
な
お
の
こ
と
強
く
制
約
さ

れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
げ
れ
ど
も
、
第
一
次
大
戦
後
に
遊
資
が
発
生
し
そ
の
植
民
地
投
資
が
進
め
ば
、
朝
鮮
杜
会
経
済
構
造
も
変

化
し
、
こ
の
変
化
の
改
か
で
農
民
．
労
働
者
の
主
体
的
成
熟
の
条
件
も
生
ま
れ
る
。
そ
の
時
に
は
国
民
主
権
の
主
張
を
超
克
し
て
人

民
主
権
へ
と
昇
華
せ
ず
に
は
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
の
過
程
は
、
一
挙
に
そ
こ
ま
で
進
行
す
る
筈
も
な
か
っ
た
。
軍
の
警
察
機
構

を
主
軸
と
し
た
行
政
．
統
治
下
に
お
い
て
は
、
市
民
的
権
利
こ
そ
が
民
族
的
要
求
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
国
民
主
権
に
も
と
づ
く

国
家
主
権
の
回
復
と
し
て
主
張
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
な
お
「
近
代
的
所
有
権
」
は
、
そ
の
展
開
の
前
提
を
植
民
地
朝
鮮
で

は
全
く
欠
い
て
い
た
。
事
実
、
三
二
独
立
運
動
に
お
げ
る
朝
鮮
民
族
代
表
宣
言
（
「
朝
鮮
独
立
宣
言
」
）
は
、
　
「
氏
族
的
良
心
ト
国
家

的
廉
義
」
の
回
復
伸
張
の
た
め
に
民
族
独
立
が
最
大
の
急
務
で
あ
る
と
し
、
そ
の
公
約
三
章
の
な
か
に
此
度
の
挙
を
「
正
義
人
道
生

存
尊
栄
ノ
為
ニ
ス
ル
要
求
ニ
シ
テ
即
チ
自
由
的
精
神
ヲ
発
揮
ス
ル
モ
ノ
」
と
す
る
（
前
掲
『
万
才
騒
擾
事
件
（
三
・
一
運
動
）
ｏ
ｏ
』
、
九
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

一
〇
頁
）
。
こ
こ
に
は
、
民
族
自
決
の
原
則
の
主
張
を
み
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
た
だ
、
そ
の
主
体
に
っ
い
て
み
れ
ば
た
お
暖
味
さ
を

残
し
て
い
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
主
体
的
暖
昧
さ
は
、
や
が
て
精
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
・
一
独
立
運

動
の
衝
撃
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
新
施
政
」
の
過
程
で
い
や
お
う
な
く
進
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
労
働
者
・
農
民
の
主
体
的
成
熟

と
と
も
に
、
や
が
て
精
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
は
、
　
「
近
代
的
所
有
権
」
の
展
開
は
、
ま
す
ま
す
民
族
運

動
の
成
否
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
族
の
自
治
で
な
く
自
決
の
要
求
は
、
目
本
帝
国
主
義
に
と
っ
て
二
重
に
承
認

の
で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
　
「
近
代
的
所
有
権
」
の
展
開
も
、
国
家
主
権
に
ふ
れ
な
い
論
理
枠
と
し
て
組
み
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
げ
れ
ば
た
ら
た
い
。



（
４
）
　
レ
ー
ニ
ノ
は
、
民
族
問
題
に
お
げ
る
二
つ
の
基
本
原
則
と
し
て
、
　
一
、
政
治
的
な
ら
び
に
市
民
的
自
由
と
完
全
な
同
権
」
お
よ
び
「
国
家

　
　
を
構
成
す
る
各
民
族
に
と
っ
て
の
白
決
権
」
を
あ
げ
る
「
ア
ル
メ
ニ
ァ
杜
会
民
主
主
義
者
の
宣
言
に
っ
い
て
」
『
民
族
自
決
権
に
っ
い
て
』

　
　
国
民
文
庫
、
一
〇
頁
）
。
朝
鮮
の
三
・
一
独
立
運
動
が
、
起
訴
被
告
人
の
ほ
ぽ
五
四
劣
が
農
民
で
鉱
工
業
従
事
者
は
僅
か
三
％
（
前
掲
『
万

　
　
才
騒
擾
事
件
○
Ｏ
』
、
　
一
〇
八
１
－
一
一
〇
頁
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
運
動
の
主
要
な
担
い
手
が
農
民
で
あ
っ
た
と
類
推
さ
れ
る
が
、
農
民

　
　
運
動
の
恒
常
化
は
－
新
施
政
Ｌ
以
降
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
に
お
げ
る
民
族
運
動
と
し
て
は
、
労
働
者
の
組
織
的

　
　
運
動
の
弱
さ
と
相
ま
っ
て
、
民
族
自
決
権
の
主
張
と
し
て
成
熟
し
た
運
動
と
は
た
り
え
な
か
っ
た
。

　
　
　
し
か
し
、
三
．
一
独
立
運
動
が
農
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
と
い
う
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
な
お
基
本
的
作
業
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
い
ま
、
こ
の
問
題
に
っ
い
て
詳
し
く
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
　
「
自
生
的
発
展
」
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
自
作
農
中
・
上
層
、
自
小
作
農

　
　
上
層
部
分
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
「
農
民
的
商
品
生
産
の
発
展
」
を
抑
止
し
た
植
民
地
権
カ
ヘ
の
抵
抗
と
し
て
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
性
格
」
を

　
　
主
張
（
馬
淵
貞
利
一
，
第
一
次
大
戦
期
朝
鮮
農
業
の
特
質
と
三
・
一
運
動
－
農
民
的
商
品
生
産
と
植
民
地
型
地
主
制
１
」
、
朝
鮮
史
研
究
会

　
　
編
「
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
」
オ
ｏ
・
畠
龍
渓
書
舎
、
　
一
九
七
五
年
三
月
、
一
六
五
頁
）
す
る
意
義
は
理
解
で
き
る
が
、
　
こ
の
主
張
の

　
　
た
め
に
は
、
翌
年
か
ら
の
小
作
争
議
の
激
発
恒
常
化
と
の
も
っ
と
整
合
的
た
説
明
を
必
要
と
し
、
そ
れ
は
三
・
一
独
立
運
動
を
担
っ
た
農

　
　
民
の
拡
が
り
を
、
土
地
調
査
事
業
の
経
過
の
中
で
進
行
し
た
分
解
の
内
容
を
も
っ
と
厳
密
に
析
出
す
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
と
く
必
要
が

　
　
あ
ろ
う
。
事
業
の
経
過
の
中
で
も
農
民
的
商
品
生
産
が
根
強
く
求
め
ら
れ
た
と
い
う
だ
げ
で
は
説
得
カ
が
弱
い
。

　
朝
鮮
に
お
げ
る
「
新
施
政
」
は
、
地
主
制
の
強
化
と
対
応
す
る
階
級
分
化
を
基
盤
と
す
る
統
治
機
構
の
補
強
（
産
米
増
確
計
画
と
官

制
改
革
）
に
よ
る
偏
頗
な
産
業
構
造
（
土
地
．
資
源
略
奪
の
経
済
構
造
）
の
維
持
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
新
施
政
」
の
性
格
は
、

小
作
戸
数
と
火
田
民
の
増
加
に
示
さ
れ
る
階
級
構
造
の
変
化
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
朝
鮮
の
農
業
で
は
、
耕
作
面
積
が
狭
く
、
生
産
力
も
低
い
た
め
春
窮
（
ポ
リ
コ
ゲ
）
、
秋
窮
（
ピ
コ
ゲ
）
が
起
り
、
窮
迫
農
家
は
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は
一
二
五
万
戸
（
自
作
、
自
作
兼
小
作
、
純
小
作
総
戸
数
の
四
八
％
）
を
超
え
た
と
い
う
。
農
民
の
窮
迫
は
民
族
産
業

の
発
展
を
も
制
約
し
、
ま
た
資
源
・
原
料
供
給
地
と
し
て
偏
頗
な
産
業
構
造
を
強
制
さ
れ
て
昭
和
恐
慌
後
ま
で
本
格
的
た
工
業
化
を

　
　
　
　
国
家
と
労
働
老
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
六
四
一
）
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議
積
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一

一

－

一

一

一

一
６

３

０

８

Ｏ

争
願

３
一
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一
２
・

５
・
２
一

９
７
一

９

２９
１

４
１

９
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議
員

３

８８
５
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６

９

４
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６

争
鰍

９
一
９
一

Ｌ
　
２
一

９
．
３
．
４
一

３
・
２
一

７
１

５
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５
一
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２

０
１

０
１

５

４

１

１

１

１

１

１

１

一
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町
一

．

■

－
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－

一
７

７

８

０

８

面

２
一
７

〇
一
６

〇
一
３
一
８
一

２
９

係

５
，
２

６
，
４

２
１
，

８
５
，

４
１
，

３
２
，

関
１

８０
１

６

２

員

人
口

０
４

７
６
９

９
３
５

３
６
０

９
２
９

２
０
０

５
４
７

３
７
９

３
６
８

９
１
４

２
１
０

２
８

Ｏ
，

２
，
０

７
８
６

カ

４

参
、

１

数
５
１

７
２

４
２

６
７
１

４
６
１

４
０

８
９
１

５
７
２

０
９
５

３
２

６
２
７

７
６

０
０

２

４

６

３

件
、）
　
）

）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）

）
　
）
　
）
　
）
　
）

９０
１

１
１

２
１

３
１

４
１

元
２

３

４

５

６

７

正

和昭

■

大
（

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

（
　
（
　
（
　
（
（
　
（

０
２
９

１
２

２
２

３
２

４
２

５
２

６
２

７
２

８
２

９
２

０
３

１
３

２
３

１

りよ頁
０
１１）版年

１
４和昭（』報年済経鮮朝『掲前考備

阻
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
窮
迫
の
な
か
で
農
民
は
低
抗

し
、
小
作
争
議
は
頻
発
す
る
よ
う
に
た
一
っ
た
（
附
表
５
）
。

と
く
に
、
一
九
二
三
（
大
正
二
一
）
年
か
ら
は
頻
発
．
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

加
傾
向
が
み
ら
れ
、
そ
の
原
因
は
小
作
料
の
軽
減
は
も

と
よ
り
小
作
権
取
消
お
よ
び
移
動
に
起
因
す
る
も
の
が

増
加
し
、
同
年
で
六
六
・
五
％
、
翌
一
九
二
四
年
で
七

額価品産生

勢趨の業工鮮朝６表附

数者業従

計人国外

べ
鮮朝

べ
本目

金本資数場工

７９７４５７２３

３３１１３９５４

９３６６２０９５

７８１２７９８９

７３６１０８６５１

５７２４０４５２２

１０５８１３９７１

４１７４１４６６１

０１６８５４３６１

６９１８８７２４２

０８５６４９３９２

８１４．９４２７３３

７１３８４８５６３

８０７９３６９６３

６７８３３５２９３

８７２３１

２５２６１

０６４７１

０７１６２

１５１６２

１０５７３

６６７０８

０６４６８

１１０１９

８０００９

２１４８９

９４９３２１

５０８８２１

２３７７１１

６９８３５１

９１３

５０４

９５４

９１６

４１７

２２８

１７８

４４９

６１２１

０７６１

２７９１

０７３２

３２６２０５４３８

６８１３

４０４３

３６９０２

９３５４２

６４６８２

３４５１４

９４７６４

５０７８４

９７２５５

２０３９４

７７６４５

２１４９６

４８１３７

５７３０８

２
　
７

４
　
４

１
上
　
一
，
Ｏ

Ｏ
）
　
（
コ

８
　
ｏ
）

３９２

７４４

６３５

５１３１

８０７１

０７４１

１７９１

４５５２

４４２３

２４３３

１７３３

１３７３

３００４

２３６４

５８５４

５３３７

０１３０２

７８７３２

９８１５３

６３００４

３７８１４

００２６４

８１４０４

３５５５４

８７６９５

３８４３６
１
　
５
　
７
　
４

８
　
４
　
４
　
（
ｏ

２
　
３
　
３
　
８

０
　
３
　
８
　
７

７
　
７
　
７
　
８

一
Ｌ
ｏ
　
２
　
ｑ
Ｕ
　
ｏ
ｕ

４
　
８
　
２
　
３

３
　
７
　
３
　
０

３
　
３
　
４
　
５

５００５

２６３５

８０１７

０３３６

０８８５

２９３６

０３３６

３６３６

２０１６

３６１

６
一

４８１６４６２４５

８９０７

２３８１７３７１

７０６３１１１２

Ｏ０５３１６４２

６６９８３０９３

５８４９０３８４

２６７８７３９２１

８７３４４７０６１

５９７２４１９７１

７６１０７５３８１

２０８５８９７７１

６４９０４９６６１

９６３３５８５６２

５８４１７１９１３

４１９４

４６３２２１９４５

４５６

２８７

５７０１

８５３１

００７１

００９１

７８０２

４８３２

Ｏ０９２

９９４３

５４８３

８３２

４
・

３９２

４
・

４３

５
一

ブ
）
）
）
　
　
）
）
）
　
　
）
）
）
）
）
）
）
）

３
４
５
６
７
８
９
１
０
ｕ
１
２
１
３
１
４
元
２
３

正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

９

，

場工るす有を力動原び及場工るす用使を上以人５目－均

数
総
り

の
よ

日
表

－
計

る
統

け
録

お
附

ず
平
場
に

ま
て
工
期
版

含
い
の
時
年

を
お
上
造
１
４

場
に
以
製
和

工
期
円
る
昭

署
時
ｏ
ｏ
す
』

公
造
５
０
用
報

官
製
額
使
年

，
じ
産
に
済

は
通
生
場
経

前
を
年
工
鮮

以
弟
ケ
は
朝

年
徒
－
者
『

２
２
工
は
業
掲

１
９
職
た
従
前

　
ま

）
）
　
　
　
）
）

１
２
　
　
　
３
４

考備



六
・
八
劣
に
達
し
、
小
作
権
要
求
の
強
さ
を
示
し
た
（
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
「
最
近
に
於
げ
る
朝
鮮
治
安
状
況
」
昭
和
八
年
、
『
最
近
に
於
げ

る
朝
鮮
治
安
状
況
－
昭
和
八
年
・
十
三
年
－
』
復
刻
版
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
六
年
、
一
五
三
－
ニ
ハ
○
頁
）
。
他
方
、
労
働
争
議
に
１
つ
い
て

は
、
偏
頗
な
単
一
産
業
構
造
が
強
制
さ
れ
た
と
は
い
え
、
日
本
国
内
の
重
化
学
工
業
化
と
足
並
を
そ
ろ
え
た
拡
大
を
そ
れ
な
り
に
反

映
し
て
い
る
（
附
表
６
）
。
工
場
労
働
者
（
五
人
以
上
規
模
）
は
三
・
一
独
立
運
動
の
時
点
で
全
体
と
し
て
四
万
八
七
〇
五
人
、
う
ち
朝

鮮
人
は
四
万
一
七
八
三
人
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
労
働
争
議
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
を
境
に
増
勢
を
示
し
、
一
時
停
滞

し
た
が
一
九
二
三
（
大
正
二
一
）
年
頃
か
ら
明
確
な
階
級
意
識
を
も
っ
た
運
動
が
拡
大
す
る
気
配
を
み
せ
た
。
総
督
府
は
、
杜
会
主
義

者
の
労
働
運
動
介
入
を
阻
止
す
る
と
い
う
口
実
で
警
察
権
力
を
介
入
さ
せ
抑
圧
し
よ
う
と
し
た
が
、
昭
和
初
頭
か
ら
「
時
流
の
趨
く

処
階
級
意
識
は
漸
次
高
潮
し
労
働
老
は
積
極
的
に
賃
銀
値
上
其
の
他
労
働
条
件
の
改
善
を
目
的
と
す
る
争
議
を
敢
行
す
る
に
至
り
」

（
前
掲
「
最
近
に
於
げ
る
朝
鮮
治
安
状
況
」
昭
和
八
年
、
二
二
九
頁
）
、
昭
和
恐
慌
時
に
は
一
段
と
増
加
し
、
　
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は

争
議
件
数
一
六
〇
件
、
参
加
人
員
一
万
八
九
七
二
（
う
ち
朝
鮮
人
一
万
七
一
九
二
）
人
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二
〇
五
件
、
一
万
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

一
四
（
う
ち
朝
鮮
人
一
万
六
八
五
四
）
人
と
最
高
水
準
に
達
し
た
。
か
く
て
、
こ
う
し
た
農
民
・
労
働
運
動
の
高
揚
は
、
民
族
運
動
に
一

つ
の
転
期
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
朝
鮮
共
産
党
、
高
麗
共
産
青
年
会
が
結
成
さ
れ
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に

コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
の
指
導
で
党
組
織
が
労
働
者
・
農
民
を
基
礎
に
再
組
織
化
さ
れ
、
勢
力
を
拡
張
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
民
族
単
一
党
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
新
幹
会
も
政
治
活
動
路
線
を
め
ぐ
る
内
部
対
立
を
露
呈
し
は
じ
め
、

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
は
つ
い
に
分
裂
し
た
。
一
方
は
合
法
的
運
動
で
民
族
白
治
を
、
他
方
は
人
民
主
権
に
１
立
つ
民
族
自
決
（
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

会
主
義
革
命
）
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
．
こ
の
よ
う
に
、
弾
圧
強
化
が
合
法
主
義
を
生
み
分
裂
を
促
し
た
。

　
　
（
５
）
　
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
調
べ
で
、
自
作
兼
小
作
農
家
の
二
目
ノ
当
耕
地
面
積
（
未
登
録
耕
地
を
含
む
）
は
、
全
道
で
自
作
地
沓
○
・
四

　
　
　
国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
六
四
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）

向動の量収当反の米

●
　
，

７表附

米

０
６
６
０
４
０
７
９
１
２
０
１
３

湾
石
９
６
９
９
０
５
９
５
１
３
１
６
０
８
１
６
１
５
１
３
１
９
１
７
３
３

■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
●
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

台

０
０
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１

米

２
０
２
１
９
３
０
７
９
５
４
０
４

地
石
０
２
７
６
９
３
７
６
８
１
８
９
７
６
９
５
８
８
８
５
０
６
７
０
８
５

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

内

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１

米

７
５
４
９
９
２
４
７
０
０
４
８
５

鮮

石
珊
側
閉
〃
珊
刈
閉
〃
湖
悩
山
刈
ｏ
ｏ
…

朝

Ｏ
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

９
１
０
ｕ
１
２
１
３
１
４
元
２
３
４
５
６
７

正

和

大

昭

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

９
１

　
り

　
よ

　
頁

　
２
９整

調
劉

未
要

は
穀

て
米

い
鮮

つ
朝

に
『

凶
掲

豊
前
成

　
　
作

１
）
２
）

考備

（
６
）

（
７
）

す
る
と
一
九
二
〇
年
で
朝
鮮
米
と
ほ
ぽ
同
水
準
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
三
二
年
の
台
湾
米
は

湾
米
の
伸
び
に
比
べ
て
朝
鮮
米
は
そ
の
伸
び
が
低
い
（
附
表
７
）
。

　
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
朝
鮮
全
道
で
、
春
窮
状
態
に
あ
る
農
家
戸
数
は
、

自
作
兼
小
作
農
三
二
万
三
四
七
〇
戸
（
同
総
戸
数
の
三
七
・
五
劣
）
、

計
一
二
五
万
三
二
八
五
戸
（
自
作
、
自
作
兼
小
作
、
純
小
作
の
四
八
・
三
劣
）

復
刻
版
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
七
年
、
一
一
〇
－
三
頁
）
。
　
な
お
、

戸
（
同
総
戸
数
の
三
七
％
）
で
あ
っ
た
（
同
上
）
。

　
ま
た
、
一
九
二
六
年
（
昭
和
元
）
年
か
ら
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

民
は
二
九
万
六
〇
〇
〇
人
か
ら
一
〇
四
万
八
○
○
○
人
に
、
細
民
は
一
八
六
万
人
か
ら
四
二
〇
万
人
に
増
加
し
た
と
い
う

帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配
』
上
、
二
七
七
頁
）
。

　
朝
鮮
に
お
け
る
小
作
料
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
江
原
道
で
は
、

分
、
打
租
で
五
割
、
執
租
最
高
六
割
五
分
、
最
低
二
割
、
普
通
五
割
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
六
四
四
）

○
町
、
田
○
・
八
三
町
、
小
作
地
沓
○
・
五
三
町
、
田
○
・
七
七

町
、
小
作
農
家
で
沓
○
・
四
八
町
、
田
○
・
五
三
町
（
前
掲
『
朝

鮮
米
穀
要
覧
』
二
二
頁
）
、
　
ま
た
、
農
家
ニ
ロ
ダ
当
耕
地
面
積
で
み

　
る
と
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
で
沓
・
田
自
小
作
地
合
計
で
一

　
・
五
九
一
町
、
そ
の
後
二
、
三
年
若
干
増
加
し
た
が
、
以
後
減
少

し
は
じ
め
、
一
九
三
二
年
に
は
一
・
四
九
八
町
と
た
っ
て
い
る

（
同
上
）
。
な
お
、
農
業
生
産
力
は
、
一
九
二
〇
年
で
み
る
と
「
内

地
」
米
反
当
収
量
二
・
〇
二
二
石
、
朝
鮮
米
○
・
九
五
七
石
で
目

本
「
内
地
」
農
業
に
比
べ
て
四
七
・
三
二
％
の
生
産
力
で
し
か
な

　
い
。
一
九
三
二
年
で
み
て
も
「
内
地
」
米
一
・
八
五
四
石
、
朝
鮮

米
○
・
九
九
五
石
で
五
三
・
六
六
劣
、
ち
な
み
に
台
湾
米
と
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
内
地
」
の
七
一
・
八
九
％
ま
で
伸
び
、
台

　
　
　
　
　
自
作
農
九
万
二
三
〇
四
戸
（
同
総
戸
数
の
一
八
・
四
％
）
、

純
小
作
農
八
三
万
七
五
一
二
戸
（
同
総
戸
数
の
六
八
・
一
％
）
、
合

　
　
　
　
で
あ
っ
た
（
朝
鮮
総
督
府
『
朝
鮮
ノ
小
作
慣
行
』
下
巻
、

生
活
困
難
に
よ
り
賃
金
労
働
を
な
す
小
作
農
民
は
七
七
万
五
一
〇
六

年
の
五
年
間
に
、
乞
食
は
一
万
人
か
ら
ニ
ハ
万
三
〇
〇
〇
人
に
、
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
『
日
本

　
　
　
購
只
法
で
沓
の
最
高
七
割
一
分
、
最
低
二
割
、
普
通
四
割
八

　
　
　
　
　
こ
れ
を
当
地
の
一
〇
年
前
と
比
較
す
れ
ほ
、
沓
の
ぱ
あ



　
　
い
賭
只
法
の
最
高
で
二

　
　
二
・
一
劣
、
普
通
で
一

　
　
一
・
六
％
の
増
、
打
租

　
　
で
一
一
・
一
％
増
、
執

　
　
租
の
最
高
で
一
五
・
六

　
　
劣
、
普
通
で
一
一
・
一

　
　
％
増
と
、
増
徴
が
進
行

　
　
し
て
い
る
。
地
税
は
、

　
　
賭
只
法
で
は
も
と
も
と

　
　
小
作
の
負
担
で
あ
る

　
　
が
、
他
の
小
作
法
で
も

　
　
小
作
へ
の
転
稼
が
進
ん

　
　
で
い
る
（
前
掲
『
朝
鮮

　
　
ノ
小
作
慣
行
』
下
巻
、

　
　
二
五
一
、
二
五
七
頁
）
。

　
な
お
、
植
民
地
農
業
に

　
お
げ
る
利
益
率
を
示
す

　
た
め
に
、
反
当
地
価
と

　
小
作
料
と
を
下
表
○
ｏ
に

　
あ
げ
て
お
く
。

（
８
）
組
織
さ
れ
た
運
動

　
は
、
大
正
の
末
頃
か
ら

　
急
速
に
拡
が
っ
た
と
い

表次年較比ノト料作小）価地当反）１（
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０
０
０
０
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０
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０
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３
２
工
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・
４
・
９
・
６
・
７
・
６
・
８
・
４
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１
■
　
　
　
１
■

要
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
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石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

価
　
　
価
　
　
価
　
　
価

摘

時
　
　
時
　
　
時
　
　
時

籾
嬢
籾
楚
籾
楚
籾
揺

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

■

合割
０
０
９
０
１
０
９
０
２
０
０
０
０
０
６
０

歩

１
０
　
　
１
０
．
　
Ｌ
Ｌ
　
　
２
．
Ｌ

料作 円
Ｏ
０
２
６
　
５
０
８
５
　
０
０
５
０
　
０
０
０
０

、
Ｊ

４
Ｌ
　
　
６
・
Ｌ
　
４
・
２
・
　
４
・
６
・

１
１
　
　
　
　
（
６

価

Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ

地 　
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
円
　
・
　
０
４
　
　
０
・
０
・
　
０
・
４
．
　
０
・
ユ

４
１
　
　
６
２
　
　
２
２
　
　
２
３
　
　
　
　
　
１
■
　
　
　
　
　
１
■

－－

目

冊

地

備
備
情
一
傭
一

）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）

元
　
　
５
　
　
７
　
　
１
０

一

正大

（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
２
　
　
　
　
（
ｏ
　
　
　
　
８
　
　
　
　
１

１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
２
９
　
　
　
　
ｏ
）
　
　
　
　
９
　
　
　
　
ｏ
Ｊ

１
↓
　
　
　
　
１
■
　
　
　
　
１
上
　
　
　
　
１
↓

　
表

　
年

　
累

　
杜

り
吉

よ
　
系

頁５
０
種

２

・
各

巻下』行
）

贋
¢

作
〃鮮朝『掲前考

士
禰

｛

十
…
口

蝸
旭
篇
鴛
脳
鴛
ｍ
獅

２
一
３
一
３
一
４
一
４
一
５
一
４
一
４
５
一
～
７
一

１
他の

鴛
肌
℃
蝋
鴛
蔦

，
　
　
　
　
，

そ

，
　
　
　
　
，

１
↓
１
■

１
１
一
１
↓

１
係関教宗 鳩

鴛
岬
ぶ
ぶ
〃
鴛
　
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
事学

貰
｝
鴬
鴛
垢
鴛

１
平衝

一
一
一

一
８
２
９
９
３
０
５
０
５
３
６
２
６
５
６
６

１
１
１
↓
１
１
１

■

ｊ
！

１

年青

鴛
鴛
鴛
嵯
鴛
鴛

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

，
　
　
　
　
　
，

１
↓
１
↓
１
■
一
！
１
１
↓

１
民農

一
３
２
３
０
７
１
２
２
６
１
９
６
０
０
７
６
４
４
３
５
９
　
　
１
１
１
１
１
３
５
９
７

１

士
一
』

働労

３
３
９
０
８
１
ｎ
９
１
２
８
８
２
５
２
３
２
６
５
６
１
１
１

１

１
１
３
４
４
一
〇
５

１

』
ｉ
１
’
１

会杜
１
８
９
５
６
２
８
５
５
６
６
５
１
１
１
５
８
８
３
８
７
５
５
３

■

’

ｉ
’
’
，
一
１

族

一
一
一

民

一
１
１
２
０
４
８
２
１
４
４
６
７
５

１
１
２
２
１

１
１

１

の
岬
｝
吻
岬
｝
ガ
の
カ
つ
ｑ

正

和

大

召目

燃
彰
籔
籔

計合の
剃
む

諸
パ

の
メ

天
泥

普
体・

団

天
諸
成

驚
一

す
楓
鴛

　
と
団
よ
８

的
似
鮒
蛇

滋
符

塩
栽

階
成
団
の
け

」
養
教
年
於

丁
力
宗
少
に

白
実
は
は
近

「
「
係
に
最

は
は
関
他
「

平
事
教
の
掲

衝
学
宗
工
、
前

）
）
　
）
　
）
　
）

１
２
　
３
４
　
５

考商七

国
家
と
労
働
老
階
級
（
三
好
）

五
五
（
六
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
六
四
六
）

　
　
　
う
べ
き
で
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
結
杜
団
体
数
は
九
六
五
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
二
九
〇
七
団
体
、
一
九
二
七
．
八
（
昭
和
二

　
　
　
　
・
三
）
年
か
ら
は
一
段
と
増
加
し
た
。
い
ま
、
そ
の
各
種
結
杜
の
消
長
を
あ
げ
れ
ぱ
前
頁
表
例
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
（
９
）
朝
鮮
に
お
い
て
治
安
法
、
治
安
規
則
お
よ
び
治
安
維
持
法
な
ど
で
検
挙
さ
れ
た
者
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
急
速
に
増
加
し
、

　
　
　
保
安
法
関
係
六
二
件
二
〇
四
人
、
治
安
維
持
法
一
九
四
件
七
九
六
人
、
そ
の
他
政
治
運
動
を
ふ
く
む
総
検
挙
者
は
、
七
八
二
件
二
八
三
一

　
　
　
　
人
で
、
一
九
三
〇
・
三
一
（
昭
和
五
・
六
）
年
に
は
一
段
と
増
加
し
、
一
九
三
一
年
で
一
二
六
四
件
六
六
三
七
人
に
達
し
た
（
前
掲
「
最

　
　
　
　
近
に
於
げ
る
朝
鮮
治
安
状
況
」
昭
和
八
年
、
六
〇
－
三
頁
）
。

　
目
本
帝
国
主
義
に
よ
る
植
民
地
経
営
の
強
化
は
、
窮
民
を
大
量
に
創
出
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
窮
民
に
と
っ
て
の
最
後
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

基
盤
で
あ
っ
た
火
田
の
開
耕
も
制
限
・
禁
止
さ
れ
る
と
、
こ
の
火
田
「
整
理
」
が
実
施
さ
れ
る
な
か
で
は
、
む
し
ろ
逆
に
「
遊
農
」

化
し
て
火
田
の
濫
耕
を
促
進
さ
せ
ら
れ
る
か
、
つ
い
に
は
流
離
し
て
「
移
住
」
を
せ
ま
ら
れ
る
か
の
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

　
　
（
１
０
）
　
一
九
ニ
ハ
（
大
正
五
）
年
内
訓
第
九
号
に
よ
っ
て
要
存
林
の
「
整
理
」
が
本
格
化
す
こ
と
に
た
っ
た
が
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年

　
　
　
　
九
月
末
ま
で
に
、
要
存
予
定
林
野
内
の
火
田
整
理
は
、
面
積
一
万
〇
四
〇
一
・
四
〇
町
歩
、
戸
数
六
〇
六
七
戸
、
人
口
二
万
八
一
三
八
人

　
　
　
　
が
「
整
理
」
さ
れ
、
要
し
た
費
用
は
一
万
三
三
七
一
円
に
達
し
た
（
前
掲
『
火
田
の
現
状
』
、
一
九
五
頁
）
。
こ
う
し
た
火
田
整
理
が
実
効

　
　
　
　
性
を
も
ち
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
要
存
林
野
内
の
火
田
が
絶
減
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
た
こ
と
で
も
知
れ
よ

　
　
　
　
う
（
同
上
書
、
一
九
四
頁
）
。

　
土
地
を
奪
わ
れ
流
離
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
朝
鮮
人
は
、
き
わ
め
て
貧
弱
な
慈
恵
・
救
済
制
度
の
対
象
と
な
る
か
、
職
業
紹
介

事
業
に
よ
っ
て
土
木
事
業
の
労
働
力
と
し
て
調
達
さ
れ
る
か
の
は
か
は
、
　
「
移
住
」
の
道
を
選
ぶ
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

朝
鮮
に
お
け
る
救
貧
事
業
は
、
罹
災
者
救
護
、
賑
位
救
護
、
施
設
救
療
、
児
童
保
護
を
中
心
と
し
、
福
利
施
設
（
住
宅
供
給
、
公
設
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

場
、
公
益
質
屋
、
共
同
宿
泊
所
、
簡
易
食
堂
た
ど
）
を
ふ
く
め
て
全
く
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
職
業
紹
介
事
業
は
、
土
木
工
事
の
勃
興

に
よ
り
目
傭
労
働
者
の
需
要
が
激
増
し
た
た
め
に
、
朝
鮮
甫
部
の
人
口
欄
密
地
帯
か
ら
工
事
が
実
施
さ
れ
人
口
稀
薄
な
地
帯
に
労
働



力
移
動
を
う
な
が
し
て
需
給
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
汽
車
汽
船
運
賃
割
引
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九

二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
は
職
業
紹
介
機
関
の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
地
方
庁
に
職
業
紹
介
た
ら
び
に
保
護
指
導
に
当
ら
し
め
る

職
員
の
増
員
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
措
置
も
、
実
は
日
本
へ
の
朝
鮮
人
渡
航
者
が
増
加
す
る
に
っ
れ
て
こ
の
渡
航
の
制

向動の止阻航渡びよお還帰
●

航渡人鮮朝

●
　
，

８表附
留
人

繁

日
朝引差還帰航渡止阻航渡

９８１０３

１５６８３

１５８９５

７１６０８

８３２０２１

０１７３３１

３０５８４１

１１９５７１

８２３３４２

８２３３４２

１３０６７２

１９０８９２

２１２８！３

３４５０９３

６７８５２４

０５５６

２８５２１

６３１４２

０５６７

５８７６４

２０８８１

３８３７
Ｆ
ｂ

２０４４

４６７８４

５９２

一
■
ｏ

５

５１２
１
２△

３１５８１

０４０６３

９７１４６

７４９０２

６３５５２

６２３６４

５４７９８

７２４５７

１７４２１１

９０７３８

１９９３９

３２５７１１
Ｆ
ｏ

７２８９

６０７７０１

１
［
ｏ

６３８
一
〇７５７７

９７１９８

７９４７２

８１１８３

２６４０７
Ｆ
ｏ

９３７９

５１２２２１

３７２１３１

２９０１９

６１０８３１

６８２６６１

０７
Ｆ
ｏ

３５１

１９４５９

４６１２０１

５１６３１１

９９２３５１

４７７３

７０４１２

６９２８５

７９２７４

５０４９

６６５２

５９９３

０８９

９
］

６９３３

９
）

正大
０
（

９
２１

）０１（１２９１

）１１（２２９１

）２１（３２９１

）３１（４２９ユ

）４１（５２９１

）元和昭
６
（

９
２１

２
）（７２９１

３
）

（８２９１
４
）

〆
、９２９１

５
）

（０３９１
６
）

（１３９１
７
）

（２３９１
８
）（３３９１

　
成

　
作

　
り

　
よ口

噸
昌等詐畿貯欝賦為

　
鮒

艶鴛
は
掲

△
前

１
）
３
）

考備

国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）

限
（
一
九
二
五
年
一
〇
月
よ
り
実
施
）
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

努
力
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
渡
航
制
限
は
、

何
ら
の
法
的
根
拠
も
な
い
ま
ま
に
渡
航
取
締
と
し
て
実
施
さ
れ
、

実
際
に
渡
航
阻
止
さ
れ
た
も
の
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は

五
万
八
二
九
六
人
に
の
ぽ
っ
た
（
附
表
８
）
。
目
本
へ
の
渡
航
取
締

が
強
ま
る
に
つ
れ
、
朝
鮮
人
窮
民
の
流
離
す
る
果
先
は
豆
満
江
を

渡
河
し
問
島
し
か
な
か
っ
た
。
昭
和
の
初
年
に
は
、
北
問
島
（
環

春
地
方
を
除
く
豆
満
江
沿
境
中
国
領
）
・
西
問
島
（
白
頭
山
以
西
西
鴨
緑

江
沿
境
中
国
領
）
へ
の
「
移
住
」
者
は
、
年
問
一
万
五
〇
〇
〇
人
か

ら
二
万
四
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
（
附
表
９
）
。
　
「
移
住
」
朝
鮮
人
の

中
に
は
、
　
「
自
作
農
を
営
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
経
済
の
破
減
か

ら
小
作
人
と
た
っ
て
そ
の
日
そ
の
日
を
僅
か
に
連
命
し
て
ゐ
た
が
、

そ
れ
も
最
近
に
至
っ
て
は
持
続
し
得
る
方
策
が
な
い
の
で
已
む
を

得
ず
、
最
後
の
決
心
を
以
て
問
島
に
で
も
往
け
ぼ
活
き
る
途
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
六
四
七
）



向動の人鮮朝住移国外

●
　
，

９表附

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）

７
２
６
６
８
４
９
８
５

者

７
２
　
１
　
４
　
５
　
５
一
９
９
４

２
０
５
１
９
３
６
６
７

還

，

，

，

，

，

，

，

，

，

７
９
０
５
０
２
３
９
４

帰

１
１
１
↓
１
１
２
１

１
２
７
７
７
６
５
８
２
７
３

９
１
３
９
４
１
５
６
８
５

８
７
０
９
５
６
２
８
３
９

計

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

８
９
１
９
９
３
９
５
２
３

６

ｎ
乙
Ｏ
＾
１
・
一
１
・
一

１
１
・
１
■

２

■

１

■

他

鷺
鰐
濃
蕩
蟹

の

，

，

，

，

，

，

，

，

３
３
５
６
４
３
２
１

そ

５

■
９
１
０
９
５
８
４
４
１
８

島

７
７
１
４
２
５
３
２
７
０

１
５
６
７
３
９
４
２
０
８

間

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

６
１
３
４
３
２
２
１
５
６

西

０１

１

■

Ｏ
０
４
１
０
１
１
１
６
３

島

９
９
６
９
０
３
１
１
５
１

６
０
３
８
４
９
３
９
５
５

間

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

９
５
２
８
１
６
４
２
６
６

ヒ

Ｏ

１
↓
１
↓
１
上

↓

１

１
月

月
１
２
）
）
）
）
）
）
）
）
）

９
年
１
４
元
２
３
４
５
６
７
８

年
３
）
正
和

留
誇
（
（
（
（
（
（
（

治
大（

５
６
７
８
９
０
１
２
３
明
４
２
２
２
２
２
３
３
３
３

（
２
９
９
９
９
９
９
９
９
９

０
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
↓
１
↓

１
９
一

」琿間
「
計

の
集

式
に
成

様
他
作

正
の
り

改
そ
よ

，
の
頁

り
来
５

よ
在
～

に
は
９
３

る
外
２

砿
判

さ
そ
８

訂
　
和

改
元
帽

計
か
」

統
み
況

，
組
状

り
に
安

よ
島
治

に
間
鮮

設
西
朝

賭
を
る

」
」
け

国
州
於

州
満
に

満
「
近

「
　
，
最

年
島
「

３
２
間
掲

１
９
北
前

）
を
）

ユ
　
　
　
　
２

考備

り
許
可
さ
れ
た
募
集
活
動
は
、
有
能
な
低
賃
金
労
働
力
の
確
保
の
た
め
に
も
認
め
ざ
る
を
え
ず
、

の
渡
航
は
許
可
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
取
締
に
よ
る
渡
航
者
の
減
少
も
一
時
的
に
は
若
干
あ
ら
わ
れ
た
が
、

ま
た
、
流
離
し
渡
航
し
た
朝
鮮
人
の
多
く
は
目
傭
労
働
市
場
に
流
入
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
六
四
八
）

り
や
せ
ん
か
と
思
ひ
、
残
余
の
家
具
等
を
売
却
し
漂
浪
の
旅
に
出
発
し
た
」
者

が
多
く
、
「
旅
費
が
た
い
の
で
列
車
に
も
乗
り
得
ず
徒
歩
す
る
人
も
少
く
な
い
」

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
朝
鮮
の
言
論
と
世
相
』
、
二
六
六
頁
）
。
と

く
に
、
火
田
整
理
は
、
窮
民
の
最
後
の
拠
り
所
を
失
わ
畦
、
　
「
已
む
を
得
ず
清

深
い
故
郷
を
棄
て
、
一
定
の
行
先
も
た
く
流
離
の
旅
に
出
発
」
（
同
上
書
、
二
七

二
頁
）
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
移
住
」
し
た
先
が
安
住
の
地
と
は
な

ら
ず
、
当
初
は
中
国
人
と
の
摩
擦
た
え
ず
、
こ
れ
が
ま
た
保
護
と
治
安
上
の
理
．

由
で
こ
の
地
を
侵
略
す
る
の
に
口
実
と
も
さ
れ
た
。
中
国
侵
略
に
よ
る
「
満
州

国
」
建
設
以
後
は
、
　
「
移
住
」
が
再
び
急
増
し
、
朝
鮮
総
督
府
は
特
殊
会
杜
鮮

満
拓
植
株
式
会
杜
を
設
立
（
一
九
三
六
年
）
し
、
国
策
と
し
て
「
満
州
」
へ
の
殖

民
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
ｕ
）
　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
で
、
窮
民
救
助
年
度
末
現
在
員
一
九
五
（
う
ち

　
　
　
目
本
人
○
人
）
救
護
費
九
六
八
七
円
、
救
済
所
一
三
九
ケ
所
（
う
ち
貧
民
救
助

　
　
　
　
一
一
、
貧
民
施
療
五
五
ケ
所
）
経
費
才
出
九
三
万
〇
三
三
七
円
、
ほ
か
に
水
害
、

　
　
　
火
災
、
早
害
罹
災
者
救
位
費
六
八
万
三
七
三
七
円
が
支
出
さ
れ
た
。

　
（
１
２
）
　
渡
航
取
締
も
、
労
働
者
募
集
取
締
規
則
（
一
九
一
八
年
総
令
第
六
号
）
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用
先
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
朝
鮮
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ
に
前
の
水
準
に
回
復
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
失
業
滞
留
し
て
治
安
対
策
の
対
象
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ



調ｕ易諜職人鮮朝目在
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Ｑ
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７

（
６
１

Ｏ
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７
，
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Ｕ

７
，
１
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６
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９
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２

２
３

１
１
一
１
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、

正
末

大
月

３
０
０

９
７
２

４
９

０
２

（
６

０
２
）

３
，
１

７
，
１

１

３

１
９
９
１

正
末

大
月

人
７

９
３
，

７
８

４
８

７
５

２
０

（
ｏ
６
　
１

８
２
，

４
５
，

７
１
１
一
）

１
１

２
１

４
１

１
９
６
、

正
末

大
月

人
４

７
２
，

２
９

６
６
５

０
８

（
ｎ
ｚ
　
１

２

５
７
’
Ｏ

５
１
↓
）

２

１
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４
１

－
、
丁

工
夫
雇

人

者

計

日

雇

計

労

人鮮

種

就

朝

、
一

日

職
鉱
人

各

無

在

り
課
測

凄
状

　
　
ノ濃

∴

７
　
ノ
　
ま
種

　
一
吠
　
夫
２

讐
黒

『
　
　
』
　
　
工
　
，

蠕
糧
土
餅

　
　
ノ
　
　
ホ
の

内
局
〃
　
夫
土

轟
於
簑

蜘
省
中
よ
人

鳶
畔
纂

塒
艶
幟
監
一

。
峨
吠
地
ホ
、

１
）
　
　
　
　
２
）

考備

国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）

　
　
　
た
（
高
橋
亀
吉
『
目
本
産
業
労
働
論
』
千
倉
書
房
、
一
九
三
七
年
、
四
四

　
　
　
七
－
八
頁
）
。

　
　
　
　
な
お
、
こ
の
時
期
一
九
二
五
年
に
は
、
東
京
朝
鮮
無
産
青
年
同
盟
会
、

　
　
　
三
月
会
、
在
日
朝
鮮
人
労
働
総
同
盟
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
全
体
と
し
て
啓

　
　
　
蒙
活
動
か
ら
政
治
活
動
へ
と
転
換
し
、
運
動
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
　
　
こ
の
こ
と
が
い
っ
そ
う
治
安
対
策
の
必
要
性
を
支
配
層
に
感
じ
さ
せ
た
。

　
渡
航
朝
鮮
人
の
職
業
は
、
多
く
は
人
夫
・
目
傭
と
し
て
筋
肉
労
働
に
従

事
し
た
（
附
表
１
０
）
。
な
か
に
は
、
例
外
的
に
熟
練
労
働
者
と
し
て
の
位
置

を
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ぼ
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
神
戸
市

役
所
杜
会
課
の
調
査
（
「
在
神
半
島
民
族
の
現
状
」
昭
和
二
年
九
月
、
朴
慶
植
編

『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
れ

ぱ
、
三
菱
倉
庫
一
〇
〇
人
（
仲
仕
）
、
川
崎
造
船
所
八
九
人
（
う
ち
運
搬
工
六

九
人
）
、
同
葺
合
分
工
場
六
〇
人
（
う
ち
製
鋼
工
三
二
人
、
製
板
工
二
五
人
）
な

ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
常
傭
さ
れ
る
ぼ
あ
い
で
も
、
　
「
常
識

的
－
力
量
第
一
主
義
的
な
も
の
」
（
同
上
書
、
六
五
六
頁
）
が
多
く
、
ま
た
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

金
に
っ
い
て
の
差
別
も
大
き
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
常
傭
労
働
力

と
し
て
労
働
力
の
質
は
、
能
率
・
能
カ
・
勤
務
状
態
に
っ
い
て
す
こ
し
も

劣
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
勤
務
年
限
の
短
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
六
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
六
五
〇
）

い
る
（
同
上
書
、
六
五
六
－
六
六
〇
頁
）
。
労
働
力
と
し
て
の
優
秀
さ
は
、
繊
維
産
業
で
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
、
　
「
鮮
女
輸
入
」
と
い
う

言
葉
で
積
極
的
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
労
働
者
募
集
取
締
規
則
の
施
行
後
は
、
募
集
許
可
願
を
朝
鮮
総
督
府
に
提
出
し
た
う
え
で
、

募
集
人
が
個
別
に
村
々
を
訪
間
し
募
集
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
観
則
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
労
働
者
と
り
わ
げ
女
工
が
雇
用
契
約
を
結

ぶ
と
き
に
保
護
さ
れ
た
わ
げ
で
は
な
い
。

　
　
（
１
３
）
　
一
九
二
四
（
大
正
二
二
）
年
の
調
査
で
は
、
地
域
・
職
種
に
よ
っ
て
大
き
く
違
い
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
一
割
た
い
し
六
割
の
差
が

　
　
　
あ
り
、
平
均
二
割
の
差
は
確
実
に
あ
っ
た
と
い
う
（
杜
会
局
第
一
蔀
「
朝
鮮
人
労
働
者
に
関
す
る
状
況
」
大
正
二
二
年
七
月
、
前
掲
『
在
．

　
　
　
　
目
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
四
九
六
頁
）
。

向動の職就人鮮朝只在
１
；１表附 目

本
在
住
朝
鮮
人
の
就
労
機
会
は
、
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１
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）
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１
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６
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６
８

８
２

９
３
和

０
・
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・

１
昭
（

３

４

４
．
Ｌ
　
１

帯１
）８

３

５
７

０
５

５
２

５
７

世
９
２
和

９
一
２
・
５
・

１
昭
（

４
９
１

介
所
体
接

梯
鴛
萌

知
職
保
自

６３９１』状現の者働労人鮮朝
京
り

在
よ

『
頁

課
３

会
～

社
８
２

府
　
，

尺
月

東
３

　
年考備

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
段
階
で
は
在
京
朝
鮮
人
の
ぼ
あ
い
、
保
護
団
体
の
斡
旋
に
よ
る
者

　
が
四
、
五
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
知
人
の
世
話
と
職
業
紹

　
介
所
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
附
表
ｕ
）
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
設
立
さ
れ

　
　
　
　
（
１
４
）

　
た
相
愛
会
（
会
長
李
起
東
）
が
、
昭
和
初
年
急
増
し
た
渡
航
者
の
就
職
斡
旋
に
大
き
く
関

　
与
し
た
。
相
愛
会
愛
知
県
支
部
の
取
扱
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
中
だ
げ
で
日
傭
労

　
働
紹
介
三
七
万
九
五
〇
五
件
、
工
場
紹
介
六
二
〇
件
で
あ
っ
た
と
い
う
（
名
古
屋
地
方
職

　
業
紹
介
事
務
局
「
朝
鮮
人
労
働
者
に
関
す
る
調
査
」
昭
和
三
年
、
前
掲
『
在
目
朝
鮮
人
関
係
資
料

　
集
成
』
第
一
巻
、
六
八
九
頁
）
。
　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
就
業
機
会
は
と
ぼ

　
し
く
、
人
夫
・
日
傭
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
自
由
労
働
市
場
へ
の

　
朝
鮮
人
労
働
者
の
大
量
の
流
入
は
、
民
族
自
決
権
に
た
い
す
る
明
確
た
認
識
が
相
方
に



■

成
立
し
て
い
な
げ
れ
ば
、
朝
鮮
人
労
働
者
と
日
本
人
労
働
者
と
の
対
立
・
競
争
は
深
刻
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
深
刻
さ
は
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

由
労
働
市
場
の
底
辺
に
朝
鮮
人
労
働
者
を
滞
留
さ
せ
、
独
自
の
杜
会
問
題
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
－
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
杜
会
問
題

と
し
て
の
独
自
性
は
、
支
配
層
か
ら
み
れ
ば
常
に
治
安
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
た
。
な
お
、
労
働
市
場
に
お
げ
る
こ
れ
ら
の
問
題
は

別
の
機
会
（
「
序
説
」
構
想
の
第
三
章
第
一
節
の
一
）
で
ふ
れ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
　
（
１
４
）
　
御
用
団
体
と
し
て
の
相
愛
会
は
、
金
を
と
っ
て
女
工
を
独
身
男
子
に
「
紹
介
」
し
、
時
に
は
暴
力
手
段
で
結
婚
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た

　
　
　
　
と
い
う
（
金
賛
汀
．
方
鮮
姫
『
風
の
働
栗
－
在
目
朝
鮮
人
女
工
の
生
活
と
歴
史
１
』
田
畑
書
店
、
一
九
七
七
年
、
一
二
九
頁
）
。

　
　
（
１
５
）
　
朝
鮮
人
失
業
者
が
、
労
働
下
宿
の
中
に
沈
潜
す
る
か
ぎ
り
、
自
由
労
働
市
場
の
滞
留
状
況
は
根
深
い
も
の
と
た
ら
ざ
る
を
え
た
い
。

国
家
と
労
働
者
階
級
（
三
好
）

六
一
（
六
五
一
）




